
十
八
世
紀
の
カ
ル
テ
ィ
エ
・
ラ
タ
ン
と

哲
学
者
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
の
学
生
時
代
〈
上
〉

-
評
伝

エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
家
の
人
々
〈
そ
の
七
〉
―

永
冶
日
出
雄

第
一
節

十
八
世
紀
の
カ
ル
テ
ィ
エ
・
ラ
タ
ン
と
〈
哲
学
者
た
ち
〉
の
学
生
時
代

(
一
)

一
七
一
五
年
セ
ー
ヌ
右
岸
の
ジ
ェ
フ
ロ
ワ
=
ラ
ス
ニ
エ
街
で
出
生
し
た
哲
学
者
ク
ロ
ー
ド
ー
ア
ド
リ
ア
ン
ー
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
は
、
カ

ル
テ
ィ
エ
ニ
フ
タ
ン
の
サ
ン
ー
セ
ヴ
ラ
ン
教
会
に
お
い
て
洗
礼
を
受
け
、
十
一
歳
か
十
二
歳
の
と
き
サ
ン
ー
ジ
ヤ
″
ク
街
の
コ
レ
ー

ジ
ュ
ー
ル
イ
ー
ル
・
グ
ラ
ン
に
入
学
し
た
。
こ
の
論
文
の
主
要
な
課
題
は
以
後
約
十
年
に
わ
た
る
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
の
学
生
時
代
を
考
究

す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
第
一
節
で
は
カ
ル
テ
ィ
エ
・
ラ
タ
ン
の
歴
史
的
形
成
と
そ
こ
に
お
け
る
〈
哲
学
者
た
ち
〉
の
若
き
群
像
を
素
描

す
る
こ
と
に
努
め
た
い
。

一
七
六
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
百
科
全
書
-
諸
々
の
学
問
・
芸
術
・
技
芸
に
関
す
る
合
理
的
辞
典
』
第
十
一
巻
に
は
、
カ
ル
テ
ィ
エ
。

一



二

ラ
タ
ン
の
概
説
を
含
む
項
目
〈
パ
リ
〉
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
十
七
頁
に
及
ぶ
こ
の
項
目
は
、
ル
ソ
ー
寄
稿
の
〈
政
治
経
済
〉
と
並
ん
で

も
っ
と
も
長
文
の
記
述
に
属
し
、
都
市
の
歴
史
や
機
能
に
関
す
る
『
百
科
全
書
』
の
代
表
的
な
論
述
と
評
価
さ
ら
に
。
そ
こ
に
は
カ
ル
テ
ィ

エ
こ
フ
タ
ン
の
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
施
設
に
関
し
て
も
、
由
来
や
特
色
が
簡
潔
に
描
か
れ
て
い
る
。
項
目
〈
パ
リ
〉
の
執
筆
者
シ
ュ
バ
リ
エ
・

ド
ー
ジ
ョ
ク
ー
ル
は
、
思
想
や
歴
史
や
芸
術
だ
け
で
な
く
、
地
理
、
産
業
、
医
学
、
生
物
学
、
人
類
学
な
ど
広
範
な
学
問
領
域
に
通
暁
し

て
い
た
。
彼
は
デ
ィ
ド
ロ
の
片
腕
と
し
て
『
百
科
全
書
』
全
巻
の
完
成
に
献
身
し
、
自
身
の
担
当
部
分
が
同
書
全
体
の
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
、

一
万
七
三
九
五
項
目
に
及
ぶ
。
哲
学
者
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
を
は
じ
め
ヴ
ォ
ル
ー
ル
、
デ
ィ
ド
ロ
、
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
な
ど
、
多
数
の
啓
蒙
思

想
家
が
カ
ル
テ
ィ
エ
ー
ラ
タ
ン
で
若
き
日
を
過
ご
し
た
。
本
稿
で
は
ジ
ョ
ク
ー
ル
の
論
述
を
導
き
の
糸
と
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
カ
ル
テ
ィ

エ
こ
フ
タ
ン
の
歴
史
的
生
成
と
十
八
世
紀
中
葉
の
状
況
を
ま
ず
把
握
し
て
み
よ
う
。

学
芸
の
中
心
と
し
て
著
名
な
カ
ル
テ
ィ
エ
こ
フ
タ
ン
は
、
シ
テ
島
か
ら
プ
テ
ィ
ー
ポ
ン
橋
を
渡
っ
た
南
に
位
置
し
、
ほ
ぽ
現
在
の
パ
リ

第
五
区
お
よ
び
第
六
区
に
あ
た
る
。
こ
の
一
帯
は
帝
政
ロ
ー
マ
の
時
代
に
起
源
を
発
し
、
初
期
の
発
達
は
パ
リ
の
守
護
聖
女
ジ
ュ
ヌ
ヴ
ィ

エ
ー
ヴ
や
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
始
祖
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
に
深
い
係
り
を
持
つ
。
四
世
紀
の
中
頃
フ
ン
族
の
王
位
に
就
い
た
ア
ッ
テ
ィ
ラ
は
、
破

竹
の
勢
い
で
中
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
席
巻
し
、
四
五
一
年
に
は
ラ
イ
ン
河
を
越
え
て
パ
リ
近
郊
ま
で
侵
攻
し
た
。
当
時
の
パ
リ
は
セ
ー
ヌ
河

に
浮
か
ぶ
シ
テ
島
を
意
味
し
、
そ
こ
に
は
ガ
リ
ア
族
の
一
部
が
定
住
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
パ
リ
の
人
々
は
各
地
に
お
け
る
フ
ン
族
の
暴

虐
を
伝
え
聞
き
、
シ
テ
島
か
ら
い
ち
早
く
逃
走
す
る
準
備
を
急
ぐ
。
中
世
か
ら
伝
わ
る
古
文
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
と
き
霊
感
を
受
け
た
処

女
ジ
ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ
ー
ヴ
が
ガ
リ
ア
族
の
女
た
ち
の
前
に
現
わ
れ
、
神
へ
の
信
仰
を
失
わ
ず
、
郷
土
と
家
族
を
護
る
よ
う
叱
咤
し
た
。
妻
や

娘
の
激
励
に
よ
っ
て
男
た
ち
も
シ
テ
島
死
守
の
覚
悟
を
決
め
る
。
こ
う
し
た
形
勢
を
知
っ
て
か
、
ア
フ
ア
イ
ラ
の
兵
馬
は
オ
ル
レ
ア
ン
方

面
へ
迂
回
し
、
や
が
て
パ
リ
北
方
の
シ
ヤ
ロ
ン
ー
シ
ュ
ル
ー
マ
ル
ヌ
で
フ
ラ
ン
ク
=
西
コ
ー
ト
連
合
軍
に
撃
破
さ
れ
た
。
以
後
ジ
ュ
ヌ
ヴ
ィ

エ
ー
ヴ
は
パ
リ
の
守
護
聖
女
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
彼
女
の
名
を
付
し
た
高
い
丘
に
祀
ら
れ
る
。
そ
の
三
十
年
後
フ
ラ
ン
ク
族
を
統
一
し
た



ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
は
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
改
宗
に
よ
っ
て
ロ
ー
マ
教
皇
の
支
持
を
も
得
、
王
国
の
首
都
を
ソ
ワ
ッ
ソ
ン
か
ら
パ
リ
に
移
し
た
。

や
が
て
守
護
聖
女
ジ
ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ
ー
ヴ
ゆ
か
り
の
丘
に
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
の
遺
体
も
祀
ら
れ
る
。
以
下
の
引
用
は
こ
う
し
た
カ
ル
テ
ィ
エ
・

ラ
タ
ン
の
発
祥
と
サ
ン
ト
ー
ジ
ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ
ー
ヴ
の
丘
と
に
関
す
る
ジ
ョ
ク
ー
ル
の
記
述
で
あ
る
。

鉄
の
十
字
架
を
掲
げ
た
相
当
の
遺
蹟
が
い
ま
も
ラ
ー
ア
ル
プ
街
で
眺
め
ら
れ
る
が
、
こ
こ
に
共
同
浴
場
が
造
ら
れ
た
の
は
、
ロ
ー

マ
皇
帝
ユ
リ
ア
ヌ
ス
の
時
代
と
思
わ
れ
る
。
西
コ
ー
ト
国
王
ア
ラ
リ
ク
ス
を
敗
死
さ
せ
た
の
ち
、
五
〇
八
年
に
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
は

ロ
ン
グ
リ
ュ
神
父
の
意
見
に
従
っ
て
都
を
定
め
た
。
王
の
宮
殿
は
山
上
に
築
か
れ
、
そ
の
周
辺
へ
の
ち
に
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
ラ
・

ソ
ル
ボ
ン
ヌ
が
建
造
さ
れ
る
。
〔
中
略
〕

〔
モ
ベ
ー
ル
広
場
か
ら
〕
坂
を
登
っ
て
い
く
と
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
ー
ド
ー
ナ
ヴ
ァ
ー
ル
が
あ
り
、
そ
の
学
園
は
一
三
〇
四
年
フ
ィ

リ
ッ
プ
美
貌
王
の
妻
、
ジ
ャ
ン
ヌ
ー
ド
ー
ナ
ヴ
ァ
ー
ル
王
妃
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
。
そ
の
上
方
に
位
置
す
る
サ
ン
・
ア
チ
ェ
ン

ヌ
ー
デ
ュ
ー
モ
ン
教
会
は
き
わ
め
て
古
く
、
造
ら
れ
た
時
期
を
だ
れ
も
知
ら
な
い
。

こ
の
堂
宇
か
ら
小
道
を
通
る
と
、
サ
ン
ド
ニ
ン
ユ
ヌ
ヴ
ィ
エ
ー
ヴ
教
会
に
着
く
。
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
サ
ン

ト
こ
ン
ユ
ヌ
ヴ
ィ
エ
ー
ヴ
教
会
は
、
も
と
も
と
聖
パ
ウ
ロ
・
聖
ヘ
テ
ロ
に
奉
献
さ
れ
、
な
が
く
聖
者
に
因
む
名
称
〔
使
徒
教
会
〕

で
知
ら
れ
て
い
た
。
十
一
世
紀
ま
で
こ
こ
に
は
在
俗
の
司
教
座
聖
堂
参
事
会
員
が
置
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
参
事
会
員

の
行
状
が
き
わ
め
て
乱
雑
で
あ
っ
た
た
め
、
共
同
生
活
を
営
む
こ
と
、
お
よ
び
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
戒
律
に
服
す
る
こ
と
を
、

ル
イ
若
年
王
〔
七
世
〕
が
彼
ら
に
命
じ
た
。
改
革
を
行
う
た
め
に
サ
ン
ー
ヴ
ィ
ク
ト
ル
か
ら
正
規
の
司
教
座
聖
堂
参
事
会
員
十
二

名
が
派
遣
さ
れ
、
以
後
こ
こ
で
は
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
戒
律
が
純
正
に
守
ら
れ
る
。
こ
の
施
設
が
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
初

の
修
道
院
と
な
っ
た
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
で
あ
る
。

パ
リ
郊
外
に
位
置
し
た
サ
ン
ト
ー
ジ
ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ
ー
ヴ
の
修
道
院
は
、
し
ば
し
ば
ノ
ル
マ
ン
人
や
デ
ン
マ
ー
ク
人
の
攻
撃
に

三



四

よ
っ
て
荒
廃
し
た
。
し
か
し
、
パ
リ
の
人
々
は
同
教
会
の
管
理
者
よ
り
も
は
る
か
に
強
い
熱
情
を
た
え
ず
抱
き
、
蛮
族
か
ら
蒙
っ

た
被
害
を
早
急
に
修
復
す
る
。
一
四
八
三
年
六
月
七
日
金
曜
日
夕
宵
九
時
、
九
百
年
以
上
も
ま
え
に
建
立
さ
れ
た
鐘
楼
が
落
雷
に

見
舞
わ
れ
た
。
鐘
楼
は
崩
れ
落
ち
、
鉛
で
包
ま
れ
た
鐘
も
焼
尽
し
た
。
四
つ
の
イ
オ
ニ
ア
式
円
柱
に
支
え
ら
れ
、
大
祭
壇
の
後
に

安
置
さ
れ
た
聖
遺
物
匣
の
な
か
に
、
聖
ジ
ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ
フ
ヴ
の
遺
体
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
の
墓
碑
は
内
陣
の
中

央
に
あ
る
。

ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
の
遷
都
以
後
パ
リ
は
セ
ー
ヌ
河
の
南
北
に
発
達
し
、
十
二
世
紀
末
に
は
人
口
も
十
万
を
超
え
た
。
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ
ツ

の
侵
略
を
撃
退
し
た
国
王
フ
ィ
リ
ッ
プ
二
世
=
オ
ー
グ
ス
ト
は
、
こ
う
し
た
北
側
の
新
開
地
に
広
壮
な
宮
殿
ル
ー
ブ
ル
や
中
央
市
場
レ
・

ア
ー
ル
を
建
造
す
る
。
こ
の
地
域
は
古
く
か
ら
の
〈
シ
テ
C
i
t
e
〉
と
区
別
し
て
と
く
に
〈
町
方
地
区
l
a

V
i
l
l
e
〉
と
命
名
さ
れ
、
以
後
と

く
に
政
治
・
経
済
の
本
拠
と
し
て
発
展
す
る
。
つ
い
で
彼
は
一
二
I
○
年
セ
ー
ヌ
河
南
に
あ
る
サ
ン
ト
・
ジ
ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ
ー
ヴ
の
丘
と
麓

を
〈
大
学
地
区
r
U
n
i
v
e
r
s
i
t
e
)
と
名
づ
け
、
周
囲
に
高
さ
九
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
三
メ
ー
ト
ル
の
市
壁
を
築
い
た
。
こ
う
し
た
囲
繞
は
ラ
・

ト
ゥ
ル
ネ
ル
河
岸
の
稜
堡
を
東
端
と
し
て
、
西
は
サ
ン
ー
ジ
ェ
ル
マ
ン
ー
デ
ー
プ
レ
教
会
近
く
の
サ
ン
・
ジ
ェ
ル
マ
ン
門
、
南
は
ル
テ
チ

ア
野
外
劇
場
に
通
ず
る
ボ
ル
デ
ル
門
へ
と
繋
な
が
る
。
現
在
の
カ
ル
テ
ィ
エ
ニ
フ
タ
ン
ま
た
は
〈
セ
ー
ヌ
左
岸
〉
の
原
形
が
こ
こ
に
存
す

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
多
く
の
歴
史
書
に
誌
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
フ
ィ
リ
″
プ
ニ
世
り
オ
ー
グ
ス
ト
に
よ
る
市
壁
の
建
造
が
外

(
6
)

敵
に
対
す
る
防
衛
の
た
め
な
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
百
科
全
書
』
に
お
け
る
ジ
ョ
ク
ー
ル
の
叙
述
は
、
〈
大
学
地
区
〉

囲
続
の
背
後
に
学
問
と
権
力
の
措
抗
、
王
権
に
よ
る
教
育
の
統
制
が
潜
む
実
態
に
も
つ
ぎ
の
と
お
り
言
及
す
る
。

パ
リ
郊
外
を
初
め
て
市
壁
で
封
鎖
し
た
の
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ー
オ
ー
グ
ス
ト
で
あ
る
。
そ
う
し
た
郊
外
に
は
新
し
い
都
邑
が
形

成
さ
れ
、
南
の
ひ
と
つ
が
大
学
地
区
と
呼
ば
れ
た
。
も
っ
と
も
古
い
コ
レ
ー
ジ
ュ
ー
ド
ニ
フ
ー
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
す
ら
ま
だ
存
在
し
な

か
っ
た
が
、
諸
学
を
教
え
る
教
師
が
、
学
生
と
一
緒
に
そ
こ
に
住
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
【
中
略
】



パ
リ
の
も
っ
と
も
古
い
地
域
に
属
す
る
大
学
地
区
は
、
広
大
な
拡
が
り
を
も
ち
、
同
市
の
第
四
部
分
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
。
か
っ

て
そ
こ
は
特
別
の
地
域
と
し
て
遮
断
さ
れ
、
自
由
な
出
入
り
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
ば
し
ば
学
生
が
騒
乱
を
惹
き
起
し
、
鎮
静

が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
国
王
リ
チ
ャ
ー
ド
〔
獅
子
王
〕
と
組
ん
で
サ
ラ
セ
ン
人
と
戦
っ
た
フ
イ
リ
″
プ
=

オ
ー
グ
ス
ト
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
ヘ
出
陣
す
る
に
あ
た
り
、
大
学
地
区
を
市
壁
で
封
鎖
す
る
よ
う
命
じ
た
。
こ
の
指
令
は
一
一
九
〇

年
に
執
行
さ
れ
る
。
該
当
す
る
地
域
は
深
い
濠
と
堅
固
な
壁
に
よ
っ
て
囲
繞
さ
れ
、
要
所
に
築
か
れ
た
市
門
と
塔
が
城
塞
の
機
能

を
果
し
て
い
た
。
大
砲
の
発
明
以
前
に
は
、
こ
れ
こ
そ
強
力
な
防
衛
の
手
段
で
あ
っ
た
。
現
在
こ
う
し
た
市
壁
は
残
っ
て
い
な
い
。

邸
宅
を
建
て
る
た
め
に
、
濠
も
埋
め
ら
れ
た
。

ロ
ー
マ
人
の
征
服
直
後
シ
テ
島
に
創
建
さ
れ
た
ノ
ー
ト
ル
ー
ダ
ム
聖
堂
は
、
数
世
紀
に
わ
た
っ
て
学
問
と
修
業
の
中
心
地
で
あ
り
、
司

教
直
属
の
学
長
の
も
と
で
聖
職
者
の
養
成
が
行
な
わ
れ
た
。
や
が
て
セ
ー
ヌ
左
岸
の
サ
ン
ー
ヴ
ィ
ク
ト
ル
修
道
院
や
サ
ン
ー
ジ
ェ
ル
マ

ン
ー
デ
・
プ
レ
修
道
院
が
、
よ
り
敬
虔
な
修
学
の
場
所
と
し
て
次
第
に
世
評
を
高
め
る
。
ま
た
、
文
法
、
修
辞
学
、
天
文
学
な
ど
い
わ
ゆ

る
自
由
学
芸
を
教
え
る
人
た
ち
が
、
徐
々
に
宗
教
的
権
力
か
ら
独
立
し
、
パ
リ
郊
外
へ
移
り
住
む
よ
う
に
な
っ
た
。
ス
コ
ラ
学
に
批
判
的

な
ピ
エ
ー
ル
ー
ア
ベ
ラ
ー
ル
も
、
サ
ン
ト
ー
ジ
ュ
ヌ
ヅ
イ
ェ
ー
ヴ
の
丘
で
ヨ
ー
ロ
″
パ
各
国
の
学
生
を
集
め
、
そ
の
清
新
な
学
風
で
絶
大

な
人
気
を
博
し
た
。
こ
う
し
た
教
師
の
連
合
と
し
て
〈
大
学
U
n
i
v
e
r
s
i
t
e
)
と
い
う
教
育
組
織
が
、
ボ
ロ
ニ
ア
と
同
じ
く
パ
リ
で
も
一
一

七
〇
年
頃
か
ら
自
発
的
に
形
成
さ
れ
、
一
二
〇
〇
年
フ
イ
リ
″
プ
ニ
世
=
オ
ー
グ
ス
ト
は
法
令
に
よ
っ
て
教
師
と
学
生
に
法
律
上
の
特
権

を
与
え
た
。
十
三
世
紀
後
半
に
パ
リ
大
学
で
は
、
神
学
部
を
中
軸
に
法
学
部
、
医
学
部
、
人
文
学
部
の
教
学
体
制
が
確
立
す
る
。

こ
う
し
た
〈
セ
ー
ヌ
左
岸
〉
で
は
多
く
の
コ
レ
ー
ジ
ュ
が
、
修
道
僧
の
共
同
宿
舎
や
慈
善
的
な
学
生
寮
と
し
て
発
達
し
た
。
サ
ン
ト
ー

ジ
ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ
ー
ヴ
街
に
位
置
し
た
コ
レ
ー
ジ
ュ
ー
デ
ー
ダ
ノ
ワ
は
、
パ
リ
に
お
け
る
最
古
の
コ
レ
ー
ジ
ュ
と
言
わ
れ
る
。
コ
一
五
七
年

に
宮
廷
礼
拝
堂
司
祭
ロ
ベ
ー
ル
ー
ド
ー
ソ
ル
ボ
ン
は
、
サ
ン
ー
ジ
ャ
ッ
ク
街
周
辺
に
い
く
つ
か
の
寮
舎
を
設
け
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
四
ヵ
国
の

五



六

貧
し
い
学
生
を
四
名
ず
つ
無
償
で
寄
宿
さ
せ
た
。
一
三
〇
四
年
に
は
王
妃
ジ
ャ
ン
ヌ
ー
ド
・
ナ
ヴ
ァ
ー
ル
が
、
サ
ン
ト
・
ジ
ュ
ヌ
ヅ
イ
ェ
ー

ヴ
の
丘
に
広
大
な
コ
レ
ー
ジ
ュ
ー
ド
ー
ナ
ヴ
ァ
ー
ル
を
建
設
し
、
フ
ラ
ン
ス
人
学
生
七
十
名
を
収
容
す
る
。
こ
れ
ら
の
コ
レ
ー
ジ
ュ
は
次

第
に
中
等
教
育
の
主
要
な
機
関
に
変
容
し
、
ソ
ル
ボ
ン
を
創
立
者
と
す
る
コ
レ
孔
ン
ユ
・
ド
・
ラ
・
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
が
と
く
に
パ
リ
大
学
神

学
部
と
直
結
し
た
。

絶
対
王
政
が
頂
点
を
迎
え
る
十
七
世
紀
に
は
、
樞
機
卿
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
が
コ
レ
~
ン
ユ
ー
ド
こ
フ
ー
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
を
再
興
し
、
摂
政
マ

ザ
ラ
ン
は
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
ク
ァ
ト
ル
・
ナ
シ
オ
ン
を
創
設
す
る
。
な
お
、
ド
ミ
ニ
コ
会
、
オ
ラ
ト
リ
オ
会
、
ヤ
ン
セ
ン
派
な
ど
の
宗

教
団
体
も
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
コ
レ
ー
ジ
ュ
を
備
え
て
い
た
が
、
一
五
六
三
年
イ
エ
ズ
ス
会
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
コ
レ
ー
ジ
ュ
ー
ド
ー
ク

レ
ル
モ
ン
は
、
独
自
の
教
育
方
針
に
よ
っ
て
注
目
を
集
め
る
。
こ
こ
で
ふ
た
た
び
ジ
ョ
ク
ー
ル
執
筆
の
項
目
〈
パ
リ
〉
を
参
昭
し
、
十
八

世
紀
の
カ
ル
テ
ィ
エ
・
ラ
タ
ン
に
こ
れ
ら
多
様
な
学
園
が
密
集
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
よ
う
。

キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
お
い
て
著
名
な
パ
リ
大
学
は
、
三
六
の
コ
レ
ー
ジ
ュ
か
ら
構
成
さ
れ
、
そ
の
う
ち
十
の
コ
レ
ー
ジ
ュ
が
常

時
聞
か
れ
て
い
る
。
神
学
の
公
立
学
校
と
し
て
は
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
と
ナ
ヴ
ァ
ー
ル
が
存
在
す
る
。
枢
機
卿
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
が
ソ
ル
ボ

ン
ヌ
を
復
興
さ
せ
、
そ
の
礼
拝
堂
に
壮
麗
な
霊
廟
を
造
っ
た
。
も
っ
と
も
美
し
く
、
常
時
開
か
れ
て
い
る
の
は
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
・

ド
ー
ク
ァ
ト
ル
ー
ナ
シ
オ
ン
で
あ
り
、
創
立
者
の
マ
ザ
ラ
ン
枢
機
卿
に
因
ん
で
コ
レ
と
ン
ユ
ー
マ
ザ
ラ
ン
と
も
呼
ば
れ
る
。
〔
中

略
〕サ

ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
街
に
入
り
、
坂
を
す
こ
し
登
る
と
、
パ
リ
大
学
区
に
お
け
る
も
っ
と
も
美
し
い
学
園
の
ひ
と
つ
、
コ
レ
ー

ジ
ュ
・
ド
・
プ
レ
ッ
シ
が
眺
め
ら
れ
る
。
こ
の
コ
レ
L
ン
ユ
を
再
建
す
る
た
め
、
枢
機
卿
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
は
莫
大
な
資
金
を
供
与

さ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
五
十
歩
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
、
久
し
く
コ
レ
ー
ジ
ュ
ー
ド
ー
ク
レ
ル
モ
ン
と
呼
ば
れ
、
わ
ず
か
二
年
前
に
イ
ェ

ズ
ス
会
コ
レ
ー
ジ
ュ
と
改
名
し
た
学
園
が
存
在
す
る
。
こ
れ
に
隣
接
し
て
ド
ミ
ニ
コ
会
修
道
院
と
名
づ
け
ら
れ
た
大
僧
房
が
あ
る
。



〔
中
略
〕

サ
ン
ー
ミ
ッ
シ
ェ
ル
門
の
廃
墟
を
通
り
過
ぎ
、
ラ
ー
ア
ル
プ
街
に
入
る
と
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
が
眺
め
ら
れ
る
。
古
い
コ
レ
ー
ジ
ュ

で
あ
る
が
、
枢
機
卿
に
よ
っ
て
土
台
か
ら
屋
上
ま
で
壮
麗
な
堂
宇
に
再
建
さ
れ
た
。
だ
か
ら
、
こ
こ
に
は
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
の
豪
華

な
墓
碑
、
ジ
ラ
ル
ダ
ン
の
傑
作
の
ひ
と
つ
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
建
物
に
あ
る
図
書
館
も
パ
リ
の
も
っ
と
も
美
し
い
施
設
に
数

え
ら
れ
る
。
シ
ャ
ン
王
に
献
呈
さ
れ
た
テ
ィ
ト
ス
ー
リ
ヴ
ィ
ウ
ス
の
仏
訳
写
本
、
い
か
に
し
て
作
ら
れ
た
か
判
ら
な
い
が
、
燦
然

た
る
金
色
細
密
画
に
満
ち
た
写
本
を
そ
こ
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ラ
ー
ア
ル
プ
街
を
進
み
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
を
横
切
る
と
、
コ
一
八
〇
年
パ
リ
教
会
参
事
会
員
ラ
ウ
ル
・
ダ
ル
ク
ー
ル
に
よ
っ
て
創

設
さ
れ
た
コ
レ
ー
ジ
ュ
ー
ダ
ル
ク
ー
ル
が
見
出
さ
れ
る
。
サ
ン
こ
ン
エ
ル
マ
ン
ー
デ
ー
プ
レ
の
神
父
ジ
ャ
ン
に
よ
っ
て
コ
一
二
一

年
建
立
さ
れ
た
コ
ム
教
区
教
会
が
、
す
こ
し
降
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
外
科
解
剖
学
の
研
究
に
専
念
し
た
サ
ン
ー
コ
ム
の
住
居
も

こ
の
教
会
の
近
く
に
認
め
ら
れ
る
。
さ
き
に
述
べ
た
と
お
り
、
ラ
ー
ア
ル
プ
街
に
は
ロ
ー
マ
共
同
浴
場
の
廃
墟
が
遺
っ
て
い
る
。

ラ
ー
ア
ル
プ
街
を
左
に
曲
が
っ
た
端
で
、
サ
ン
・
タ
ン
ド
レ
ー
デ
・
ザ
ル
ク
街
に
入
る
。
葡
萄
や
果
樹
を
植
え
た
畑
の
真
中
に
、

か
っ
て
は
小
さ
な
礼
拝
堂
が
あ
っ
た
。
古
事
に
明
る
い
人
は
こ
の
礼
拝
堂
の
呼
称
が
サ
ン
ー
タ
ン
ド
レ
ー
デ
ー
ザ
ル
ク
で
あ
っ
た

と
考
え
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
近
く
に
広
い
庭
園
が
あ
っ
て
、
学
生
が
洋
弓
の
練
習
に
来
た
か
ら
で
あ
る
。
〔
中
略
〕

コ
レ
ー
ジ
ュ
ー
マ
ザ
ラ
ン
は
か
っ
て
ネ
ー
ル
門
が
築
か
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
コ
レ
ー
ジ
ュ
は
と
く
に
広
壮
で
あ
り
、
図

書
館
は
一
般
に
開
放
さ
れ
て
い
る
。
大
祭
壇
の
絵
画
は
ポ
ー
ル
ー
ヴ
ェ
ロ
ネ
ー
ズ
の
作
品
、
周
囲
の
小
さ
な
絵
は
ジ
ュ
ヴ
ネ
の
作

(
1
0
)

品
で
あ
る
。

七



八

(
二
)

フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
運
動
の
口
火
を
切
っ
た
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
は
、
一
六
九
四
年
に
パ
リ
ま
た
は
パ
リ
近
郊
シ
ャ
ト
ネ
で
生
れ
、
カ
ル
テ
ィ
エ
・

ラ
タ
ン
の
サ
ン
ー
タ
ン
ド
レ
ー
デ
ー
ザ
ル
ク
教
会
(
サ
ン
ー
タ
ン
ド
レ
ー
デ
ー
ザ
ー
ル
教
会
と
も
言
う
)
で
洗
礼
を
受
け
た
。
公
証
人
で

あ
っ
た
父
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ア
ル
エ
は
、
一
七
〇
一
年
か
ら
会
計
検
査
院
の
糖
香
料
収
納
官
と
な
り
、
家
族
と
と
も
に
シ
テ
島
の
裁
判
所
旧

館
官
舎
に
住
ん
だ
。
富
裕
な
フ
ラ
ン
ソ
ワ
は
二
台
の
ベ
ル
リ
ン
馬
車
、
一
台
の
四
輪
荷
車
、
二
頭
の
馬
を
備
え
、
パ
リ
内
外
に
い
く
つ
か

の
邸
宅
を
所
有
し
た
と
言
わ
れ
る
。
ア
ル
エ
ー
族
は
ヤ
ン
セ
ン
派
や
リ
ベ
ル
ダ
ン
の
影
響
を
受
け
て
い
た
も
の
の
、
一
七
〇
四
年
に
十
歳

の
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
を
コ
レ
ー
ジ
ュ
ー
ル
イ
ー
ル
'
グ
ラ
ン
に
入
学
さ
せ
た
。
サ
ン
ー
ジ
ャ
″
ク
街
に
あ
る
こ
の
学
園
は
、
一
五
四
〇
年
イ

エ
ズ
ス
会
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
、
一
六
八
二
年
ま
で
コ
レ
ー
ジ
ュ
ー
ド
・
ク
レ
ル
モ
ン
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
は
寄

宿
生
と
し
て
在
籍
し
、
七
年
後
に
哲
学
級
を
卒
業
す
る
。
コ
レ
ー
ジ
ュ
在
学
の
時
代
か
ら
そ
の
文
才
を
称
え
ら
れ
た
彼
は
、
〈
大
学
地
区
〉

ビ
ュ
ッ
シ
十
字
路
近
く
の
コ
メ
デ
ィ
ー
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
で
一
七
一
九
年
十
月
悲
劇
『
エ
デ
ィ
ッ
プ
』
を
上
演
し
、
輝
か
し
い
生
涯
に
お
け

る
最
初
の
成
功
を
博
し
た
。
つ
ぎ
に
引
用
す
る
と
お
り
、
〈
最
後
の
哲
学
者
〉

コ
ン
ド
ル
セ
に
よ
る
小
伝
は
、
若
き
日
の
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル

に
つ
い
て
比
較
的
詳
し
い
。

ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
と
い
う
筆
名
で
名
高
い
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
マ
リ
ー
・
ア
ル
エ
は
、
一
六
九
四
年
二
月
二
十
日
シ
ャ
ト
ネ
で
出
生
し
、

同
年
十
月
二
二
日
パ
リ
の
サ
ン
ー
タ
ン
ド
レ
ー
デ
ー
ザ
ル
ク
教
会
で
洗
礼
を
受
け
た
。
甚
だ
し
く
脆
弱
な
嬰
児
で
あ
っ
た
こ
と
が

洗
礼
を
遅
ら
せ
、
そ
の
た
め
出
生
の
場
所
と
時
期
が
生
涯
曖
昧
と
な
っ
た
。
〔
中
略
〕

〔
父
〕

ア
ル
エ
の
財
産
は
息
子
に
ふ
た
つ
の
利
点
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
第
一
は
周
到
な
教
育
で
あ
る
。
こ
れ
な
し
に
は
天
才

も
け
っ
し
て
高
み
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
近
代
の
歴
史
を
繙
き
、
第
一
級
の
あ
ら
ゆ
る
人
物
を
眺
め
て
み
る
と
、
つ
ぎ



の
事
実
が
明
ら
か
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
初
期
の
教
育
に
欠
け
て
お
れ
ば
、
彼
ら
と
い
え
ど
も
完
璧
な
作
品
を
仕
上
げ
る
こ
と
は

あ
り
え
な
い
。

独
立
で
き
る
財
産
を
生
来
授
か
っ
た
利
点
も
や
は
り
大
切
で
あ
る
。
生
活
の
資
を
得
る
た
め
、
己
の
自
由
を
棄
て
た
り
、
生
き

る
た
め
や
む
を
え
ぬ
労
著
に
、
己
れ
の
天
分
を
埋
没
さ
せ
た
り
、
庇
護
者
の
偏
見
や
情
念
に
己
れ
を
迎
合
さ
せ
る
不
幸
に
彼
は
い

ち
ど
も
曝
さ
れ
な
か
っ
た
。
〔
中
略
〕

若
い
ア
ル
エ
は
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
コ
レ
ー
ジ
ュ
に
入
学
し
た
。
そ
こ
で
は
ヤ
ン
セ
ン
派
を
除
く
上
流
貴
族
の
子
弟
が
教
育
を
受

け
て
い
た
。
宮
廷
で
嫌
わ
れ
る
ヤ
ン
セ
ン
派
は
、
無
自
覚
の
う
ち
に
慣
習
に
よ
っ
て
宗
教
を
選
ぶ
人
々
、
世
俗
的
な
利
益
に
も
っ

と
も
叶
う
宗
教
を
当
然
に
も
受
け
入
れ
る
人
々
の
間
で
は
稀
で
あ
っ
た
。
修
辞
学
の
教
師
で
あ
る
ポ
レ
神
父
が
若
い
ア
ル
エ
を
教

え
た
。
ポ
レ
は
聡
明
か
つ
篤
実
な
人
間
で
あ
り
、
ア
ル
エ
の
な
か
に
偉
大
な
人
物
へ
の
萌
芽
を
認
め
た
。
ル
ジ
エ
神
父
も
彼
の
大

胆
な
想
念
、
自
由
な
主
張
に
感
心
し
、
「
未
来
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
理
神
論
の
統
率
者
」
と
予
言
し
た
。
こ
れ
ら
ふ
た
り
の
占

い
師
が
い
ず
れ
も
正
し
い
こ
と
を
、
事
実
の
経
過
が
立
証
1

サ

ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
と
と
も
に
啓
蒙
運
動
の
幕
開
け
を
飾
ざ
る
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
一
六
八
九
年
ボ
ル
ド
ー
近
郊
の
帯
剣
貴
族
の
家
柄
に

生
れ
た
。
十
一
歳
の
と
き
彼
は
故
郷
を
離
れ
、
パ
リ
か
ら
二
十
キ
ロ
東
北
の
コ
レ
ー
ジ
ュ
ー
ド
こ
ン
ユ
イ
イ
に
入
学
す
る
。
こ
の
学
園
は

オ
ラ
ト
リ
オ
修
道
会
に
所
属
す
る
名
門
校
で
あ
り
、
と
く
に
地
方
の
上
流
貴
族
が
子
弟
を
委
ね
た
。
こ
こ
で
は
教
理
問
答
や
ラ
テ
ン
語
な

ど
伝
統
的
な
教
科
の
ほ
か
に
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
地
理
、
数
学
、
、
絵
画
、
乗
馬
等
も
教
え
ら
れ
る
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
幅
広
い
学
識
と

活
動
は
こ
う
し
た
多
面
的
な
教
養
を
基
礎
と
し
た
で
あ
ろ
う
。
一
七
二
一
年
『
ペ
ル
シ
ア
人
の
手
紙
』
で
令
名
を
得
た
彼
は
、
セ
ー
ヌ
左

岸
の
ド
フ
ィ
ー
ヌ
街
に
滞
在
し
、
ラ
ン
ベ
ー
ル
夫
人
の
文
芸
サ
ロ
ン
で
フ
ォ
ン
ト
ネ
ル
や
ラ
ー
モ
″
卜
と
親
交
を
結
ん
だ
。
ブ
ル
ボ
ン
宮

近
く
の
邸
宅
で
一
七
五
五
年
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
逝
去
し
た
と
き
、
最
期
ま
で
付
き
添
っ
た
の
は
ジ
ョ
ク
ー
ル
で
あ
る
。
サ
ン
ー
シ
ュ
ル

九



一
〇

プ
ス
教
会
で
の
埋
葬
に
は
デ
ィ
ド
ロ
も
立
会
い
、
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
執
筆
の
弔
辞
が
『
百
科
全
書
』
第
五
巻
の
巻
頭
に
置
か
れ
た
。

「
百
科
全
書
」
刊
行
の
原
動
力
と
な
る
ド
ニ
ー
デ
ィ
ド
ロ
は
、
一
七
一
三
年
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
ラ
ン
グ
ル
で
暇
々
の
声
を
挙
げ
た
。

そ
の
生
家
は
二
百
年
続
い
た
刃
物
師
で
あ
り
、
デ
ィ
ド
ロ
は
読
み
書
き
な
ど
初
歩
的
な
知
識
を
両
親
か
ら
学
ん
だ
。
イ
エ
ズ
ス
会
が
経
営

す
る
ラ
ン
グ
ル
の
コ
レ
ー
ジ
ュ
に
入
学
し
た
の
は
、
一
七
二
三
年
前
後
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
の
学
生
は
地
元
出
身
を
主
体
に
総
数
二
百

に
近
く
、
貴
族
か
ら
職
人
ま
で
多
様
な
階
層
の
子
弟
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
古
典
的
な
教
育
を
重
視
す
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
影
響
も
受
け
て
、

デ
ィ
ド
ロ
は
刃
物
師
の
家
業
を
継
ぐ
こ
と
を
避
け
、
一
時
は
聖
職
者
と
し
て
身
を
立
て
る
道
を
選
ん
だ
。
以
後
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
と

の
関
係
や
パ
リ
で
の
学
生
生
活
に
つ
い
て
は
、
長
女
ア
ン
ジ
ェ
リ
ッ
ク
ー
ヴ
ァ
ン
ド
ゥ
ー
ル
夫
人
に
よ
る
『
デ
ィ
ド
ロ
の
生
涯
と
著
作
に

関
す
る
回
想
』
が
第
一
の
史
料
と
な
る
。

八
歳
か
九
歳
の
と
き
父
〔
デ
ィ
ド
ロ
〕
は
、
ラ
ン
グ
ル
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
も
と
で
勉
学
を
始
め
、
十
二
歳
で
剃
髪
式
を
受
け

ま
し
た
。
〔
中
略
〕

わ
が
団
体
の
た
め
こ
の
生
徒
が
使
い
も
の
に
な
る
、
と
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
は
ま
も
な
く
感
じ
ま
し
た
。
褒
め
そ
や
し
て
気
を

そ
そ
り
、
旅
行
と
か
自
由
と
い
う
甘
い
餌
を
い
つ
も
投
げ
か
け
た
の
で
す
。
親
の
家
を
出
て
、
受
持
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
と
遠
く
に

行
く
決
意
を
さ
せ
ま
し
た
。
同
じ
年
齢
の
従
弟
と
父
は
仲
良
し
で
し
た
。
彼
に
秘
密
を
打
ち
明
け
、
同
伴
す
る
こ
と
を
約
束
さ
せ

ま
し
た
。
し
か
し
、
よ
り
凡
庸
で
温
順
で
あ
っ
た
従
弟
は
、
そ
れ
を
自
分
の
父
親
に
話
し
た
の
で
す
。
出
立
の
日
も
時
間
も
、
す

べ
て
問
い
た
だ
さ
れ
ま
し
た
。
私
の
祖
父
は
ま
っ
た
く
黙
し
た
ま
ま
で
し
た
。
た
だ
、
就
寝
の
と
き
に
門
の
鍵
を
身
に
付
け
ま
し

た
。
そ
し
て
、
息
子
が
降
り
て
く
る
の
を
耳
に
し
、
そ
の
前
に
立
ち
ふ
た
が
っ
た
の
で
す
。
真
夜
中
に
ど
こ
へ
行
く
か
、
と
尋
ね

ま
し
た
。
息
子
は
答
え
ま
す
。
「
パ
リ
ヘ
行
っ
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
と
こ
ろ
へ
入
り
ま
す
。
」
「
今
夜
は
い
け
な
い
。
だ
が
、
お

ま
え
の
望
み
は
叶
え
て
や
ろ
う
。
い
ま
は
寝
る
こ
と
だ
。
」
翌
日
父
親
は
乗
合
馬
車
の
二
座
席
を
予
約
し
、
パ
リ
の
コ
レ
ー
ジ
ュ
・



ダ
ル
ク
ー
ル
ヘ
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
質
素
な
宿
舎
の
料
金
を
払
い
、
息
子
に
別
れ
を
告
げ
た
の
で
す
。
〔
中
略
〕

新
し
い
学
友
の
な
か
に
悲
し
げ
な
青
年
が
い
た
の
で
、
父
は
そ
の
理
由
を
尋
ね
ま
し
た
。
作
文
を
明
日
提
出
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、

で
き
そ
う
も
な
い
の
で
悩
ん
で
い
る
、
と
そ
の
青
年
は
答
え
ま
す
。
代
わ
り
に
作
っ
て
や
ろ
う
、
と
父
は
約
束
し
ま
す
。
実
際
に

青
年
は
自
分
の
用
紙
を
衣
装
戸
棚
か
ら
取
り
出
し
、
父
が
そ
こ
に
書
き
込
ん
で
宿
題
を
終
え
ま
し
た
。
教
師
た
ち
は
こ
れ
を
美
事

な
出
来
栄
え
と
評
価
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
提
出
者
自
身
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
な
い
、
と
彼
ら
は
付
言
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
だ
れ
が
書
い
た
か
を
白
状
せ
よ
、
さ
も
な
け
れ
ば
即
座
に
退
学
さ
せ
る
、
と
脅
し
た
の
で
す
。
新
入
り
の
学
生
が
引
き
受
け

て
く
れ
た
、
と
青
年
は
告
白
し
ま
す
。
ふ
た
り
と
も
大
変
な
叱
責
を
受
け
ま
し
た
。
父
は
他
人
の
世
話
は
放
棄
し
、
自
分
の
事
柄

に
専
念
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
一
片
の
詩
が
大
変
な
騒
動
を
惹
き
起
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
イ
ヴ
を
誘
惑
し
た
と
き
、
蛇

が
い
か
に
口
説
い
た
、
か
を
、
詩
文
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
コ
レ
ー
ジ
ュ
と
し
て
は
な
ん
と
奇
抜
な
主
題
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
て
父
は
コ
レ
ー
ジ
ュ
ー
ダ
ル
ク
ー
ル
の
勉
学
を
終
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
幾
人
か
の
友
を
得
ま
し
た
が
、
の
ち
に
樞
機
卿

と
な
っ
た
詩
人
の
ベ
ル
ニ
神
父
と
と
く
に
親
密
で
し
た
。
ふ
た
り
は
六
ス
ー
ず
つ
持
っ
て
飲
食
店
に
行
き
、
一
緒
に
夕
食
を
取
り

ま
し
た
。
こ
の
楽
し
い
食
事
を
父
が
自
慢
す
る
の
を
よ
く
耳
に
し
ま
し
た
。

卒
業
の
と
き
に
彼
の
父
親
は
パ
リ
の
代
訴
人
ク
レ
マ
ン
ー
ド
ー
リ
ー
氏
と
も
う
ひ
と
り
の
同
郷
人
に
手
紙
を
書
き
、
法
律
を
勉

強
さ
せ
る
た
め
、
自
分
の
息
子
を
下
宿
さ
せ
て
ほ
し
い
と
頼
み
ま
し
た
。
父
は
そ
れ
を
二
年
間
学
び
ま
し
た
。
し
か
し
、
証
書
類

の
精
査
や
財
産
目
録
の
作
成
に
ほ
と
ん
ど
魅
力
を
感
じ
な
か
っ
た
の
で
す
。
雇
主
の
目
が
届
か
ぬ
す
べ
て
の
時
間
を
、
父
は
足
り

な
い
と
自
覚
し
て
い
る
ラ
テ
ン
語
と
ギ
リ
シ
ア
語
、
終
生
熱
烈
に
愛
し
た
数
学
、
そ
し
て
イ
タ
リ
ア
語
や
英
語
を
学
ぶ
こ
と
に
捧

げ
ま
し
た

こ
う
し
て
パ
リ
に
出
た
デ
ィ
ド
ロ
は
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
か
ら
至
近
の
距
離
に
あ
る
コ
レ
ー
ジ
ュ
ー
ダ
ル
ク
ー
ル
(
現
在
の
リ
セ
ー
サ
ン
。

一
一



コ
ー

ル
イ
)
で
勉
学
を
続
け
た
。
こ
の
学
院
は
サ
ン
こ
ン
ユ
ヌ
ヴ
ィ
エ
ー
ヴ
の
丘
で
組
織
さ
れ
た
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
郷
人
団
に
源
を
発
し
、
ル

ア
ン
の
司
教
代
理
や
エ
ヴ
ル
ー
バ
イ
ユ
ー
教
会
の
学
長
を
歴
任
し
た
ラ
ウ
ー
ル
ー
ダ
ル
ク
ー
ル
に
よ
っ
て
構
想
さ
れ
た
。
一
三
一
一
年
開

設
さ
れ
た
と
き
に
は
貧
し
い
給
費
生
の
神
学
課
程
十
二
名
と
人
文
課
程
二
八
名
を
対
象
と
し
た
が
、
の
ち
に
自
費
の
学
生
を
も
寄
宿
さ
せ

た
。
コ
レ
ー
ジ
ュ
ー
ダ
ル
ク
ー
ル
の
教
授
陣
は
人
文
主
義
や
ヤ
ン
セ
ン
派
の
影
響
も
受
け
、
ボ
ワ
ロ
ー
、
ラ
シ
ー
ヌ
、
ニ
コ
ー
ル
、
サ
ン
・

テ
ヴ
ル
モ
ン
、
ア
ベ
ー
プ
レ
ヴ
ォ
ー
な
ど
の
文
人
を
育
て
て
い
る
。
ま
た
、
一
七
一
三
年
か
ら
十
七
年
間
同
学
院
の
校
長
を
勤
め
た
校
長

ギ
ョ
ー
ム
ー
ダ
グ
メ
は
、
デ
カ
ル
ト
主
義
を
信
奉
す
る
哲
学
教
師
で
あ
り
、
も
っ
と
も
著
名
な
学
者
の
ひ
と
り
と
し
て
二
期
に
わ
た
り
パ

リ
大
学
区
総
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

た
だ
し
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
勧
め
で
都
に
出
た
デ
ィ
ド
ロ
が
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
ー
ダ
ル
ク
ー
ル
に
入
学
し
た
こ
と
に
は
疑
義
が
残
さ
れ
て

い
る
。
彼
自
身
が
執
筆
し
た
作
品
の
な
か
に
は
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
ー
ル
イ
ー
ル
ー
グ
ラ
ン
の
教
師
ポ
レ
か
ら
教
え
を
受
け
た
と
の
記
述
が
見

出
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
サ
ン
ー
ジ
ャ
″
ク
街
に
あ
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
学
園
に
、
デ
ィ
ド
ロ
は
一
時
在
籍
し
た
か
、
す
く
な
く
と
も
聴

講
に
赴
い
た
と
思
わ
れ
る
。
一
七
三
二
年
中
等
教
育
を
終
え
た
彼
は
、
パ
リ
大
学
か
ら
教
養
課
程
修
了
資
格
を
授
与
さ
れ
た
。
以
後
一
七
。

四
三
年
に
最
初
の
翻
訳
、
ス
タ
ン
ヤ
ン
著
『
ギ
リ
シ
ア
史
』
を
出
版
す
る
ま
で
、
デ
ィ
ド
ロ
の
二
十
代
は
霧
に
包
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
間
パ
り
大
学
神
学
部
に
お
い
て
神
学
を
学
ん
だ
こ
と
、
ま
た
生
活
の
資
を
得
る
た
め
数
学
の
出
張
教
授
を
し
た
り
、
演
劇
の
研
究
に

も
情
熱
を
寄
せ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る

(
三
)

デ
ィ
ド
ロ
と
と
も
に
「
百
科
全
書
」
の
企
画
を
推
進
し
た
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
は
、
数
奇
な
生
い
立
ち
と
複
雑
な
自
己
形
成
の
過
程
を
持
っ

て
い
る
。
一
七
一
七
年
十
一
月
十
七
日
ノ
ー
ト
ル
ー
ダ
ム
大
聖
堂
近
く
の
サ
ン
ー
ジ
ャ
ン
ー
ル
ロ
ン
教
会
石
段
で
、
木
箱
の
な
か
に
ひ
と



り
の
嬰
児
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
捨
て
子
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
は
、
文
芸
サ
ロ
ン
の
主
宰
者
タ
ン
ザ
ン
夫
人
と
砲
兵
士
官
デ
ト
ゥ
ー
シ
ュ
の
私

生
児
で
あ
っ
た
。
治
安
当
局
の
配
慮
に
よ
り
彼
は
マ
レ
ー
地
区
ミ
ッ
シ
ェ
ル
ー
ル
ー
コ
ン
ト
街
の
ガ
ラ
ス
職
人
の
も
と
で
に
養
育
さ
れ
る
。

産
み
の
母
タ
ン
ザ
ン
夫
人
は
な
が
く
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
を
認
知
せ
ず
、
彼
自
身
も
ガ
ラ
ス
職
人
の
妻
ル
ソ
ー
夫
人
を
真
の
母
親
と
し
て
生
涯

愛
し
た
。
し
か
し
、
父
方
に
あ
た
る
デ
ト
ゥ
ー
シ
ュ
ー
家
は
捨
て
子
の
成
長
を
密
か
に
見
守
り
、
や
が
て
貴
族
に
相
応
し
い
学
園
、
コ
レ
ー

ジ
ュ
ー
ド
ー
ク
ァ
ト
ル
ー
ナ
シ
オ
ン
に
入
学
で
き
る
よ
う
扶
助
し
た
。
パ
リ
で
の
出
生
か
ら
コ
レ
ー
ジ
ュ
入
学
ま
で
の
経
過
は
自
伝
「
ダ

ラ
ン
ベ
ー
ル
自
身
に
よ
る
回
想
」
に
お
い
て
三
人
称
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
=
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
、
パ
リ
ー
ベ
ル
リ
ン
ー
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
=
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
、
ロ
ン
ド
ン
王
立
協
会
会
員
、
ボ

ロ
ニ
ア
学
士
院
会
員
、
ス
エ
ー
デ
ン
王
立
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
、
ト
リ
ノ
ー
ノ
ー
ル
ウ
ェ
イ
王
立
科
学
院
会
員
で
あ
る
ジ
ャ
ン
ー

ル
ー
ロ
ン
ー
ダ
ラ
ン
、
ベ
ー
ル
は
、
一
七
一
七
年
十
一
月
十
六
日
パ
リ
で
誕
生
し
、
生
ま
れ
る
と
た
だ
ち
に
両
親
に
捨
て
ら
れ
た
。

四
歳
の
と
き
彼
は
寄
宿
学
校
に
送
ら
れ
、
十
二
歳
ま
で
そ
こ
に
留
ま
っ
た
。
し
か
し
、
十
歳
に
達
す
る
や
寄
宿
学
校
の
教
師
は
、

教
え
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
と
言
い
切
っ
た
。
彼
の
も
と
で
は
時
間
を
空
費
す
る
だ
け
で
あ
り
、
第
二
学
級
に
連
結
し
た
コ
レ
ー

ジ
ュ
に
入
る
の
が
よ
い
と
言
う
。
*
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
体
質
が
病
弱
な
で
あ
っ
た
た
め
、
二
年
後
の
一
七
三
〇
年
よ
う
や
く
寄

宿
学
校
を
出
て
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
ー
マ
ザ
ー
ヴ
ン
で
勉
学
を
仕
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

*
(
原
註
)
こ
の
教
師
に
は
愛
さ
れ
た
、
と
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
は
つ
ね
に
懐
か
し
く
回
想
す
る
。
僅
か
な
財
産
し
か
有
し
な
い
た

め
、
た
い
し
た
助
け
が
で
き
な
い
の
に
、
彼
は
生
徒
た
ち
の
勉
学
を
支
援
し
た
。
四
歳
ま
で
養
育
し
て
く
れ
た
婦
人
に
も
ダ
ラ
ン

ベ
ー
ル
は
同
じ
よ
う
に
感
謝
し
て
い
る
。
コ
レ
ー
ジ
ュ
を
卒
業
す
る
や
、
彼
は
こ
の
婦
人
の
も
と
に
戻
っ
て
、
一
緒
に
住
ん
だ
。

そ
こ
で
ほ
ぽ
三
十
年
暮
ら
し
、
一
七
六
五
年
に
よ
う
や
く
居
を
移
し
た
。
な
が
い
病
気
の
あ
と
掛
り
つ
け
の
医
者
が
、
丈
夫
に
な

る
た
め
よ
り
健
康
的
な
住
居
を
探
す
よ
う
、
彼
に
助
言
し
た
か
ら
で
あ
る
)
。

コ
エ



一
四

コ
レ
ー
ジ
ュ
ー
マ
ザ
ラ
ン
、
す
な
わ
ち
コ
レ
ー
ジ
ュ
ー
デ
ー
ク
ァ
ト
ル
・
ナ
シ
オ
ン
は
、
宰
相
マ
ザ
ラ
ン
の
遺
志
に
基
づ
い
て
一
六
八

八
年
財
務
総
監
コ
ル
ベ
ー
ル
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
。
〈
大
学
地
区
〉
ネ
ー
ル
門
に
建
造
さ
れ
た
そ
の
堂
宇
は
、
と
く
に
雄
大
な
円
蓋
で

際
立
ち
、
現
在
も
フ
ラ
ン
ス
学
士
院
・
マ
ザ
ラ
ン
図
書
館
と
し
て
セ
ー
ヌ
河
畔
に
屹
立
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
併
合
さ
れ
た
近
隣
四
ヵ

国
の
学
生
を
本
来
収
容
す
る
施
設
で
あ
る
が
、
定
員
六
十
名
に
満
た
ぬ
場
合
は
他
の
地
方
の
出
身
者
も
受
け
入
れ
た
。
こ
こ
で
は
ブ
ル
ジ
ョ

ア
よ
り
も
む
し
ろ
貴
族
の
子
弟
が
対
象
と
さ
れ
た
が
、
入
学
後
に
社
会
的
な
階
層
や
地
位
に
よ
っ
て
学
生
が
差
別
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
こ
の
学
園
も
つ
ね
に
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
の
統
率
と
監
察
を
仰
ぎ
、
学
院
長
に
は
神
学
部
か
ら
派
遣
さ
れ
た
博
士
が
就
任
し
た
。
教
授
、
教

員
、
司
祭
、
助
手
、
職
員
な
ど
ス
タ
″
フ
の
総
数
は
四
〇
人
ほ
ど
と
さ
れ
る
。
学
舎
に
併
設
さ
れ
た
マ
ザ
ラ
ン
図
書
館
は
五
万
冊
の
書
物

を
蔵
し
、
一
般
に
も
開
放
さ
れ
て
い
(
ご
゜
コ
レ
ー
ジ
ュ
に
関
す
る
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
自
身
の
「
回
想
」
を
辿
っ
て
み
よ
う
。

コ
レ
ー
ジ
ュ
ー
マ
ザ
ラ
ン
で
彼
は
第
二
学
級
と
二
年
間
の
修
辞
学
級
を
終
え
、
そ
の
優
秀
な
成
績
は
学
院
の
記
録
に
誌
さ
れ
て

い
る
。
教
師
の
ひ
と
り
が
狂
信
的
な
ヤ
ン
セ
ン
主
義
者
で
あ
っ
て
、
生
徒
の
な
か
か
ら
門
弟
を
育
て
、
将
来
宗
派
の
先
鋭
隊
に
す

る
つ
も
り
で
い
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
、
と
り
わ
け
ラ
テ
ン
語
の
韻
文
を
青
年
が
深
く
愛
す
る
こ
と
、
ま
た
そ
う
し
た
芸
術
に
余

暇
の
す
べ
て
の
時
間
を
捧
げ
る
こ
と
に
、
こ
の
教
師
は
頑
強
に
反
対
し
た
。
〈
韻
文
は
心
を
枯
渇
さ
せ
る
〉
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
こ
そ
お
得
意
の
表
現
で
あ
っ
た
。
恩
寵
に
関
す
る
聖
プ
ロ
ス
ペ
ル
の
詩
の
ほ
か
は
韻
文
を
読
ん
で
は
な
ら
ぬ
、
と
彼
か
ら
ダ

ラ
ン
ベ
ー
ル
は
忠
告
を
受
け
た
。

哲
学
の
教
師
で
あ
る
別
の
ヤ
ン
セ
ン
主
義
者
は
、
宗
派
の
重
鎮
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
上
に
極
端
な
デ
カ
ル
ト
主
義
者
と

感
じ
ら
れ
た
。
二
年
間
に
彼
は
物
体
の
予
備
運
動
、
生
得
観
念
、
宇
宙
物
質
の
渦
動
し
か
教
え
な
か
っ
た
。

コ
レ
ー
ジ
ュ
ー
マ
ザ
ラ
ン
を
卒
業
し
て
、
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
は
一
七
三
五
年
末
に
教
養
課
程
修
了
の
認
定
を
与
え
ら
れ
る
。
つ
い

で
彼
は
法
学
を
学
び
、
一
七
三
八
年
に
弁
護
士
の
資
格
を
授
け
ら
れ
た
。
哲
学
級
の
二
年
間
で
彼
が
得
た
唯
一
の
成
果
は
、
コ
レ
ー



ジ
ュ
ー
マ
ザ
ラ
ン
で
カ
ロ
ー
か
ら
受
け
た
基
礎
数
学
の
授
業
で
あ
る
。
こ
の
学
問
を
講
述
し
た
カ
ロ
ー
は
、
深
遠
な
数
学
者
で
は

な
い
が
、
明
快
さ
と
精
密
さ
で
秀
で
て
い
た
。
こ
の
人
物
こ
そ
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
が
め
ぐ
り
逢
え
た
唯
一
の
教
師
で
あ
る
。
数
学
に

寄
せ
る
彼
の
愛
好
は
次
第
に
強
く
な
り
、
法
律
を
学
ん
だ
時
期
も
熱
情
を
も
っ
て
数
学
の
研
究
に
没
頭
し
た
。
幸
い
そ
の
時
期
に

は
多
く
の
余
暇
が
見
出
せ
た
か
ら
で
あ
る
。
教
師
に
も
就
か
ず
、
書
物
も
ほ
と
ん
ど
所
有
せ
ず
、
突
き
当
っ
た
難
問
を
相
談
す
る

ひ
と
り
の
友
人
も
持
た
ず
に
、
彼
は
公
共
図
書
館
に
行
っ
て
、
急
い
で
閲
覧
し
、
一
般
的
な
解
き
方
を
知
る
。
そ
し
て
、
自
宅
へ

帰
り
、
ま
っ
た
く
ひ
と
り
で
様
々
な
論
証
と
解
答
を
試
心
ご
。

首
都
に
お
い
て
コ
レ
ー
ジ
ュ
ー
デ
ー
ク
ァ
ト
ル
ー
ナ
シ
オ
ン
は
数
学
の
授
業
を
通
年
開
講
す
る
唯
一
の
コ
レ
ー
ジ
ュ
で
あ
っ
た
。
し
か

も
、
例
外
的
に
こ
の
授
業
は
ラ
テ
ン
語
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
マ
ザ
ラ
ン
図
書
館
は
数
学
に
関
し
て
も
二
千
二

百
冊
の
蔵
書
を
有
し
て
い
た
。
こ
の
学
園
で
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
は
数
学
教
授
ガ
ロ
ン
の
薫
陶
を
受
け
、
高
名
な
数
学
者
と
伝
え
ら
れ
る
故
ヴ
ァ

リ
ニ
ョ
ン
の
講
義
ノ
ー
ト
に
も
接
す
る
。
し
か
し
、
近
代
的
な
教
育
内
容
を
組
み
入
れ
な
が
ら
、
な
お
宗
教
的
な
要
素
の
濃
厚
な
母
校
に
、

若
い
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
は
強
い
不
満
と
違
和
感
を
抱
い
た
。
彼
自
身
の
「
回
想
」
で
簡
明
に
述
べ
ら
れ
る
と
お
り
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
の
卒
業
後

こ
の
天
才
は
生
活
の
必
要
や
前
途
の
不
安
を
乗
り
越
え
、
ほ
と
ん
ど
独
学
で
数
学
の
最
先
端
に
進
ん
で
い
く
。
法
学
を
学
び
始
め
た
一
七

三
六
年
、
彼
は
幾
何
学
に
関
す
る
最
初
の
論
文
を
書
き
、
一
七
四
三
年
の
業
績
「
力
学
論
」
に
よ
っ
て
解
析
力
学
の
基
礎
を
築
い
た
。
こ

の
間
に
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
迎
え
ら
れ
、
デ
フ
ア
ン
夫
人
の
文
芸
サ
ロ
ン
に
も
招
か
れ
る
。
出
版
社
ル
ー
ブ
ル
ト
ン
の
依
頼
に
よ
っ
て
「
百

科
全
書
」
刊
行
の
企
画
に
関
与
す
る
の
は
、
一
七
四
五
年
十
二
月
で
こ
い
。
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
「
回
想
」
を
さ
ら
に
続
け
よ
う
。

も
は
や
彼
の
教
師
で
は
な
い
が
、
な
お
監
督
す
る
立
場
に
あ
っ
た
ヤ
ン
セ
ン
主
義
者
た
ち
が
、
数
学
に
対
す
る
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル

の
熱
意
に
反
対
を
表
明
し
た
。
詩
へ
の
愛
好
を
さ
き
に
攻
撃
し
た
の
と
同
じ
方
法
、
同
じ
理
由
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
彼
ら
は
退
屈

き
わ
ま
る
信
仰
の
書
物
を
読
む
よ
う
勧
告
し
た
。
や
む
を
え
ず
彼
ら
に
調
子
を
合
わ
せ
、
機
嫌
を
と
り
な
が
ら
、
若
い
ダ
ラ
ン
ベ
ー

一
五



一
六

ル
は
信
仰
の
書
物
の
代
わ
り
に
、
論
争
の
書
物
を
読
ん
だ
。
彼
の
精
神
に
と
っ
て
な
ん
ら
か
の
糧
に
な
る
も
の
、
彼
の
向
学
心
を

多
少
と
も
活
気
づ
け
る
も
の
が
、
す
く
な
く
と
も
そ
こ
に
見
出
せ
た
か
ら
で
あ
る
。
青
年
の
こ
う
し
た
自
己
満
足
に
厳
格
な
指
導

者
は
満
足
し
な
か
っ
た
。
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
も
叱
責
に
疲
れ
は
て
、
つ
い
に
は
彼
ら
を
嫌
悪
す
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ

れ
ほ
ど
理
不
尽
で
な
い
友
人
た
ち
も
、
幾
何
学
の
研
究
を
諦
め
る
よ
う
説
い
た
。
彼
に
必
要
な
事
柄
は
よ
り
確
実
に
財
産
を
作
れ

る
職
業
に
就
く
こ
と
で
あ
る
、
と
。
こ
う
し
て
医
学
を
学
ぶ
こ
と
を
決
意
し
た
の
は
、
医
業
に
関
心
を
も
っ
か
ら
で
は
な
く
、
む

し
ろ
自
分
の
好
き
な
勉
強
、
法
学
の
勉
強
に
医
学
が
比
較
的
近
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
新
し
い
勉
学
に
専
念
す
る
た
め
、
ダ
ラ
ン

ベ
ー
ル
は
当
初
数
学
の
研
究
を
放
棄
し
た
。
所
有
す
る
僅
か
な
書
物
も
友
人
の
家
に
移
し
、
誘
惑
を
避
け
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、

段
々
と
元
に
戻
り
、
ほ
と
ん
ど
無
意
識
の
う
ち
に
そ
れ
ら
の
書
物
を
ひ
と
つ
ず
つ
持
ち
帰
っ
た
。
そ
し
て
、
医
学
の
第
一
学
年
が

終
る
頃
に
は
、
も
っ
と
も
強
烈
な
関
心
、
唯
一
と
さ
え
言
え
る
関
心
に
身
を
委
ね
る
こ
と
を
決
心
し
た
。
以
後
ま
っ
た
く
数
学
に

専
念
し
た
の
で
、
初
め
の
頃
に
深
く
愛
し
た
文
学
の
修
業
も
数
年
は
捨
て
た
。
そ
う
し
た
修
業
を
ふ
た
た
び
始
め
た
の
は
、
科
学

ア
カ
デ
ミ
ー
に
入
会
し
た
数
年
後
、
『
百
科
全
書
』
の
事
業
を
始
め
た
時
期
で
あ
る
。
同
書
巻
頭
の
「
序
説
」
は
彼
に
よ
っ
て
執

(
2
3
)

筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
二
十
年
間
の
勉
学
で
習
得
さ
れ
た
数
学
的
・
哲
学
的
・
文
学
的
知
見
の
精
華
と
も
言
え
よ
う
。

パ
リ
の
コ
レ
ー
ジ
ュ
を
卒
業
し
た
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
、
デ
ィ
ド
ロ
、
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
な
ど
の
ほ
か
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
や
国
外
で
育
っ

た
〈
哲
学
者
た
ち
〉
も
、
一
七
四
〇
年
の
前
後
に
は
カ
ル
テ
ィ
エ
ー
ラ
タ
ン
ヘ
集
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
一
七
〇
九
年
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
の
名

家
に
生
ま
れ
た
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ボ
ノ
ー
・
マ
ブ
リ
ー
は
、
リ
ヨ
ン
在
住
の
長
兄
の
世
話
で
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
コ
レ
ー
ジ
ュ
に
入
っ
た
。
さ

ら
に
彼
は
一
七
歳
の
と
き
パ
リ
の
サ
ン
ー
シ
ュ
ル
プ
ス
神
学
校
に
進
み
、
高
位
聖
職
者
と
し
て
の
修
学
を
続
け
る
。
一
七
三
〇
年
に
こ
の

神
学
校
を
卒
業
し
た
と
さ
れ
る
が
、
サ
ン
ト
ー
ジ
ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ
ー
ヅ
丘
の
コ
レ
ー
ジ
ュ
ー
ラ
ー
マ
ン
シ
ュ
に
在
学
し
た
と
の
異
説
も
見
出

さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
マ
ブ
リ
ー
は
聖
職
者
の
道
を
避
け
て
、
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
外
交
官
に
任
用
さ
れ
、
一
七
四
八
年
公
刊
の
著
書



『
条
約
に
基
づ
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
法
』
に
よ
っ
て
国
際
法
の
権
威
と
な
っ
た
。
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
実
母
タ
ン
ザ
ン
夫
人
か
ら
彼
は
文
芸
サ

ロ
ン
に
招
か
れ
、
彼
女
の
兄
タ
ン
ザ
ン
枢
機
卿
の
顧
問
を
も
勤
め
た
。

マ
ブ
リ
ー
よ
り
五
歳
下
の
弟
エ
チ
エ
ン
ヌ
ー
ボ
ノ
ー
コ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
は
、
一
七
一
四
年
九
月
三
〇
日
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
で
出
生
し
、
眼

の
病
気
も
あ
っ
て
十
二
歳
ま
で
家
庭
で
保
護
を
受
け
た
。
父
の
死
後
リ
ヨ
ン
の
長
兄
に
引
き
取
ら
れ
、
マ
ブ
リ
ー
と
同
じ
コ
レ
ー
ジ
ュ
に

入
学
し
た
と
思
わ
れ
る
。
故
郷
で
剃
髪
式
を
終
え
た
彼
は
、
一
七
三
三
年
首
都
に
出
て
、
パ
リ
大
学
教
養
課
程
の
登
録
を
行
っ
た
。
ジ
ャ

ン
ー
ス
ガ
ー
ル
ら
に
よ
る
近
年
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
パ
リ
に
お
け
る
彼
の
母
校
は
お
そ
ら
く
コ
レ
ー
ジ
ュ
ー
ク
ァ
ト
ル
ー
ナ
シ
オ
ン
で
あ

る
。
こ
の
名
門
校
で
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
時
期
に
コ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
も
数
学
や
物
理
学
を
学
ん
だ
可
能
性
が
高
い
。
ダ
ラ
ン

ベ
ー
ル
に
二
ヵ
月
遅
れ
て
一
七
三
五
年
八
月
、
彼
も
パ
リ
大
学
教
養
課
程
修
了
の
資
格
を
取
得
す
る
。
以
後
パ
リ
大
学
神
学
部
に
進
学
し

た
彼
は
、
一
七
三
九
年
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
学
位
審
査
に
合
格
し
、
二
年
後
司
祭
品
級
を
授
与
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
間
に
聖
職
者
と
し
て
の
勉

学
を
深
め
る
た
め
、
サ
ン
ー
シ
ュ
ル
プ
ス
神
学
校
に
も
在
籍
し
て
い
る
。
や
が
て
カ
ル
テ
ィ
エ
ニ
フ
タ
ン
で
デ
ィ
ド
ロ
と
親
交
を
結
び
、

一
七
四
六
年
処
女
作
『
人
間
知
識
起
源
論
』
の
公
刊
に
よ
っ
て
啓
蒙
思
想
の
哲
学
的
基
礎
を
確
立
し
た
。
デ
ィ
ド
ロ
は
こ
の
傑
出
し
た
兄

弟
、
マ
ブ
リ
ー
と
コ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
に
『
百
科
全
書
』

へ
の
協
力
を
懇
請
し
た
と
言
わ
れ
る
。

「
百
科
全
書
」
の
項
目
〈
パ
リ
〉
の
執
筆
者
ジ
ョ
ク
ー
ル
は
、
異
色
の
経
歴
と
幅
広
い
学
識
を
持
っ
て
い
る
。
由
緒
あ
る
プ
ロ
ス
タ
ン

ト
貴
族
の
末
裔
と
し
て
、
彼
は
一
七
〇
四
年
に
パ
リ
で
生
ま
れ
た
。
両
親
の
配
慮
に
よ
っ
て
ジ
ョ
ク
ー
ル
は
、
八
歳
か
ら
外
国
に
留
学
し
、

教
義
に
囚
わ
れ
ぬ
教
育
を
受
け
た
。
ス
イ
ス
で
十
代
の
大
半
を
過
ご
し
た
あ
と
、
数
学
や
英
語
を
学
ぶ
た
め
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
三
年

間
在
学
し
た
。
や
が
て
彼
は
生
物
学
や
医
学
に
関
心
を
拡
げ
、
オ
ラ
ン
ダ
の
大
学
都
市
ラ
イ
デ
ン
に
移
る
。
こ
の
地
で
臨
床
医
学
の
大
家

ブ
ー
ル
ハ
ー
フ
ェ
に
師
事
し
、
一
七
三
〇
年
医
学
博
士
の
学
位
を
取
得
し
た
。
ラ
イ
デ
ン
で
結
ば
れ
た
彼
の
親
友
テ
オ
ド
ー
ル
ー
ト
ロ
ン

シ
ャ
ン
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
名
家
に
属
し
、
の
ち
に
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
や
ル
ソ
ー
と
深
く
関
係
す
る
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
百
科
全
書
的
な
学

一
七



一
八

識
に
傾
倒
す
る
ジ
ョ
ク
ー
ル
は
、
「
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
生
涯
と
著
作
」
と
題
す
る
論
文
を
こ
の
時
期
に
書
い
た
。
一
七
三
六
年
に
彼
は
パ

リ
に
帰
り
、
以
後
は
医
学
博
士
と
し
て
オ
ル
レ
ア
ン
公
家
や
晩
年
の
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
も
助
言
し
た
。
『
百
科
全
書
』
の
執
筆
者
と
し

て
彼
の
論
述
が
現
わ
れ
る
の
は
、
一
七
五
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
第
二
巻
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
当
時
の
ジ
ョ
ク
ー
ル
に
も
っ
と
も
親
し
い

文
筆
家
は
、
共
産
主
義
に
傾
く
マ
ブ
リ
ー
お
よ
び
徹
底
し
た
感
覚
論
者
コ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
で
あ
っ
た
と
さ
心
匹
。

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
都
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
生
ま
れ
た
シ
ャ
ン
こ
ン
ヤ
ッ
ク
ー
ル
ソ
ー
は
、
誕
生
の
瞬
間
に
母
親
を
失
い
、
十
年
後
に
父
親

と
も
離
別
し
た
。
十
三
歳
か
ら
彫
金
師
の
徒
弟
奉
公
を
勤
め
、
以
後
遍
歴
と
放
浪
の
生
活
を
続
け
る
。
僅
か
な
期
間
ト
リ
ノ
の
救
護
院
や

ア
ヌ
シ
～
の
神
学
校
に
身
を
置
く
が
、
継
続
的
な
学
校
教
育
に
は
浴
し
な
か
っ
た
。
一
七
二
九
年
に
ル
ソ
ー
は
サ
ヴ
ォ
ワ
の
貴
族
ワ
ラ
ン

ス
夫
人
と
め
ぐ
り
逢
い
、
そ
の
愛
を
受
け
な
が
ら
音
楽
、
植
物
、
文
学
へ
の
関
心
を
次
第
に
深
め
る
。
刊
行
さ
れ
た
ば
か
り
の
ヴ
ォ
ル
テ
ー

ル
著
『
哲
学
書
翰
』
は
彼
女
の
文
芸
サ
ロ
ン
で
も
評
判
と
な
り
、
文
章
の
模
範
と
し
て
と
く
に
ル
ソ
ー
を
啓
発
し
た
。
一
七
三
六
年
心
臓

の
疾
患
が
悪
化
し
た
ル
ソ
ー
は
、
フ
ラ
ン
ス
夫
人
の
配
慮
に
よ
り
レ
・
シ
ャ
ル
メ
ッ
ト
の
渓
谷
で
療
養
す
る
。
こ
の
田
園
生
活
で
は
死
を

覚
悟
し
つ
つ
、
自
己
の
勉
学
計
画
を
作
成
し
、
哲
学
、
ラ
テ
ン
語
、
幾
何
学
、
天
文
学
な
ど
を
学
ん
だ
。
ワ
ラ
ン
ス
夫
人
と
の
恋
は
破
局

に
終
り
、
傷
心
の
ル
ソ
ー
は
一
七
四
〇
年
リ
ヨ
ン
に
移
っ
て
、
マ
フ
リ
ー
家
の
家
庭
教
師
と
し
て
雇
わ
れ
る
。
同
家
の
家
長
ジ
ャ
ン
ー
ボ

ノ
は
リ
ヨ
ン
=
フ
ォ
レ
=
ボ
ー
ジ
ョ
レ
司
法
長
官
の
地
位
に
あ
り
、
〈
哲
学
者
〉

マ
ブ
リ
ー
お
よ
び
コ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
の
長
兄
で
あ
っ
た
。

〈
哲
学
者
〉

マ
ブ
リ
ー
に
よ
る
数
通
の
紹
介
状
を
携
え
て
、
一
七
四
二
年
ル
ソ
ー
は
リ
ヨ
ン
か
ら
パ
リ
ヘ
出
立
し
、
首
都
で
は
コ
ン
デ
ィ

ヤ
ッ
ク
と
親
し
く
交
際
レ
ご
。
パ
リ
到
着
に
関
す
る
ル
ソ
'
‐
‐
の
回
想
は
、
『
告
白
』
の
な
か
で
も
よ
く
知
ら
れ
た
一
文
で
あ
る
が
、
〈
哲
学

者
た
ち
〉
の
カ
ル
テ
ィ
エ
ー
ラ
タ
ン
集
結
を
的
確
に
伝
え
て
お
り
、
敢
え
て
こ
こ
で
引
用
す
る
。

以
前
の
旅
行
で
は
パ
リ
を
不
快
な
面
か
ら
見
た
が
、
今
度
は
輝
か
し
い
面
か
ら
見
た
。
た
だ
し
、
自
分
の
住
い
は
違
う
。
ボ
ル

ド
氏
が
教
え
て
く
れ
た
住
所
を
探
し
て
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
に
近
い
コ
ル
ド
リ
エ
街
の
ホ
テ
ル
ー
サ
ン
ー
カ
ン
タ
ン
に
投
宿
し
た
。
汚



い
街
の
汚
い
宿
の
汚
い
部
屋
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
は
グ
レ
ッ
セ
、
ボ
ル
ド
、
マ
ブ
リ
ー
神
父
と
コ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
神
父
、

そ
の
ほ
か
幾
人
か
の
名
士
が
泊
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
私
は
そ
れ
ら
の
だ
れ
に
も
出
会
わ
な
か
っ
た
。
た
だ
、
そ

こ
で
足
の
不
自
由
な
ボ
ヌ
フ
ォ
ン
と
い
う
田
舎
紳
士
と
一
緒
に
な
っ
た
。
完
璧
主
義
で
訴
訟
好
き
な
人
物
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
お

陰
で
ロ
ガ
ン
と
近
づ
き
に
な
り
、
哲
学
者
デ
ィ
ド
ロ
と
も
知
り
合
っ
た
。
い
ま
や
ロ
ガ
ン
は
私
の
友
人
の
な
か
で
も
っ
と
も
年
長

で
あ
る
。
デ
ィ
ド
ロ
に
つ
い
て
は
の
ち
に
多
く
を
語
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

一
七
四
一
年
秋
に
私
は
パ
リ
ヘ
到
着
し
た
。
携
え
て
き
た
現
金
十
五
ル
イ
、
自
作
の
喜
劇
「
ナ
ル
シ
ス
」
、
そ
れ
に
新
案
の
音

譜
法
だ
け
が
資
産
で
あ
り
、
急
い
で
こ
れ
ら
を
役
立
て
る
よ
う
迫
ら
れ
た
。
私
は
す
ぐ
に
紹
介
状
を
活
用
し
た
。
風
采
も
良
く
て
、

才
能
を
感
じ
さ
せ
る
青
年
が
パ
リ
に
来
れ
ば
、
か
な
ら
ず
歓
迎
さ
れ
る
。
私
か
そ
れ
で
あ
っ
た
。
受
け
入
れ
て
は
く
れ
た
が
、
た

い
し
た
こ
と
は
起
ら
な
い
。
紹
介
さ
れ
た
人
た
ち
の
な
か
で
三
人
だ
け
が
役
に
立
っ
た
。
サ
ヴ
ォ
ワ
の
貴
族
ダ
ム
ザ
ン
。
彼
は
当

時
カ
リ
ニ
ャ
ン
公
妃
の
侍
従
長
を
勤
め
、
そ
の
寵
臣
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
碑
銘
ア
カ
デ
ミ
ー
秘
書
官
で
国
王
賞
勲
管
理
官
で
あ
る

ポ
ー
ズ
、
そ
し
て
「
視
覚
的
ク
ラ
ヴ
サ
ン
」
の
著
者
で
あ
る
イ
エ
ズ
ス
会
土
カ
ス
テ
ル
神
父
。
ダ
ム
ザ
ン
の
場
合
を
除
け
ば
、
こ

ヽ
つ
し
た
人
た
ち
へ
の
紹
介
状
は
、
す
べ
て
マ
ブ
リ
ー
神
父
か
ら
頂
い
ヤ

次
回
に
は
第
二
節
と
し
て
コ
レ
ー
ジ
ュ
ー
ル
イ
ー
ル
ー
グ
ラ
ン
の
校
風
と
哲
学
者
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
の
学
生
時
代
に
つ
い
て
詳
し
く
述

べ
る
。

【
図
版
説
明
】

若
き
日
の
〈
哲
学
者
た
ち
〉
の
街
、
カ
ル
テ
ィ
エ
ニ
フ
タ
ン
を
一
望
で
き
る
よ
う
、
一
八
世
紀
中
葉
に
作
成
さ
れ
た
パ

リ
鳥
瞰
図
の
該
当
部
分
を
本
稿
に
挿
入
し
た
。
こ
の
有
名
な
市
街
図
は
ミ
ッ
シ
ェ
ル
ー
エ
チ
エ
ン
ヌ
ー
テ
ュ
ル
ゴ
ー
の
監
修
に
よ
っ
て
一

七
三
四
年
か
ら
着
手
さ
れ
、
一
七
三
九
年
に
印
行
さ
れ
た
。

一
九
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哲
学
者
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
の
出
生
と
幼
時
に
つ
い
て
は
、
本
稿
〈
そ
の
六
〉
(
「
ヨ
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ロ
ッ
パ
」
第
七
号
〔
一
九
九
五
年
〕
)
を
参
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の
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右
の
論
文
「
「
百
科
全
書
」
に
お
け
る
都
市
の
意
識
」
に
お
い
て
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
は
項
目
〈
パ
リ
〉

つ
ぎ
の
よ
う
に
評
価
す
る
。

「
ジ
ョ
ク
ー
ル
は
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
た
。
そ
れ
ら
の
個
々
に
つ
い
て
大
抵
は
署
名
入
り
で
書
い
て
お
り
、
そ
う
し
た

項
目
か
ら
判
断
す
る
と
、
都
市
の
歴
史
に
関
す
る
情
報
収
集
家
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
彼
の
構
想
の
な
か
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る



主
要
都
市
の
詳
細
な
記
述
が
組
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
な
い
唯
一
の
都
市
は
、
第
一
巻
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
あ
っ
て
、

ジ
ョ
ク
ー
ル
が
「
百
科
全
書
」
に
参
加
す
る
以
前
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

ジ
ョ
ク
ー
ル
が
パ
リ
を
描
写
す
る
方
法
は
、
都
市
に
関
す
る
比
較
的
長
い
項
目
の
典
型
と
言
っ
て
よ
い
。
た
だ
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
首
都
に
つ

い
て
格
段
詳
細
に
論
じ
て
い
る
の
は
当
然
と
思
わ
れ
る
。
簡
潔
な
地
理
的
・
歴
史
的
導
入
の
あ
と
、
彼
は
読
者
を
市
内
観
光
に
連
れ
て
い
く
。

あ
る
地
区
か
ら
ほ
か
の
地
区
へ
と
廻
っ
て
、
主
た
る
景
観
を
指
さ
し
、
そ
れ
ら
の
由
緒
や
構
造
、
さ
ら
に
は
町
名
の
由
来
に
つ
い
て
興
味
深
い

解
説
を
与
え
、
近
年
な
さ
れ
た
改
修
や
今
後
改
善
さ
れ
る
べ
き
欠
陥
を
も
説
明
す
る
。
し
ば
し
ば
批
判
的
な
表
現
を
挾
む
に
も
拘
ら
ず
、
彼
は

己
の
都
市
を
誇
り
と
し
、
い
ろ
い
ろ
な
建
造
物
の
美
や
、
と
り
わ
け
図
書
館
の
豊
富
さ
と
優
秀
さ
に
言
及
す
る
機
会
を
逃
さ
な
い
。
そ
う
し
た

図
書
館
で
ジ
ョ
ク
ー
ル
は
人
並
み
外
れ
た
勉
励
を
続
け
た
ら
し
い
。
パ
リ
に
関
連
し
て
彼
が
参
照
し
た
文
献
は
、
帝
政
ロ
ー
マ
の
文
学
や
中
世

の
史
料
か
ら
現
代
の
都
市
案
内
に
ま
で
及
ぶ
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U
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P
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r
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｡
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D
D
e
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R
e
n
e

P
O
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E
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U
｡

V
o
l
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r
e

e
n
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n

t
e
m
p
s

1
｡

D
'
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u
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a

V
o
l
t
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r
e
.

O
x
f
o
r
d
｡

V
o
l
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a
i
r
e

F
o
u
n
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｡

1
9
8
5
.

p
p
.

1
2
-
1
6
｡

2
5
｡

2
8
｡

3
7
-
3
9
｡

1
1
9
-
1
1
9
.

右
に
挙
げ
た
ポ
モ
ー
の
近
著
、
「
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
と
そ
の
時
代
」
第
一
巻
は
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
人
間
形
成
や
文
筆
活
動
が
パ
リ
の
都
市
環
境
と

密
接
に
係
わ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
立
ち
入
ら
な
い
が
、
彼
の
出
生
を
め
ぐ
っ
て
は
時
期
や
場
所
や
経
緯
に
関
し

複
数
の
解
釈
が
見
出
さ
れ
る
。

(

1 2
)

(
い
O
Z
'
)
〇
R
C
E
T
｡

V
i
e

d
e

V
o
l
t
a
i
r
e
｡

d
a
n
s

C
o
｡

t
o
m
e

V
I
｡

p
p
.

4
-
6
｡

二
二



二
四

な
お
、
〈
哲
学
者
た
ち
》
の
出
生
や
幼
時
に
つ
い
て
不
明
な
部
分
が
多
い
事
実
を
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
研
究
の
権
威
ベ
ス
タ
ー
マ
ン
は
以
下
の
よ

う
に
説
明
す
る
。

「
十
八
世
紀
な
か
ば
ま
で
子
ど
も
は
小
型
の
大
人
と
し
か
み
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
以
前
に
は
子
ど
も
の
言
動
が
ほ
と
ん
ど
記
録
さ
れ
て

い
な
い
。
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
は
自
己
分
析
の
す
く
な
い
人
物
で
、
自
叙
伝
や
人
物
紹
介
も
貧
弱
で
あ
る
た
め
、
彼
の
幼
時
に
つ
い
て
は
普
通
よ
り

も
な
お
判
ら
な
い
。
出
生
の
場
所
と
日
付
す
ら
激
し
い
論
議
の
的
と
な
っ
た
。
」

(
T
h
e
o
d
o
r
e

B
E
S
T
E
R
M
A
N
｡

V
o
l
t
a
i
r
e
.

O
x
f
o
r
d
｡

B
a
s
i
l

B
l
a
c
k
w
e
l
l
｡

1
9
6
9
.

p
.

2
5
.
)

(
1 3
)

福
鎌
忠
恕
著
『
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
ー
生
涯
と
思
想
i
』
酒
井
書
店
、
一
九
七
七
年
。
第
一
巻
、
五
、
二
下
一
四
、
二
六
一
、
二
七
八
圭
一
七

九
、
二
九
八
圭
二
〇
て

R
o
b
e
r
t

S
H
A
C
K
L
E
T
O
N
｡

M
o
n
t
e
s
q
u
i
e
u
｡

a

C
r
i
t
i
c
a
l

B
i
o
g
r
a
p
h
y
｡

p
p
.

2
｡

4
-
7
｡

4
4
｡

5
7
｡

3
9
8
.

右
記
の
シ
ャ
ク
ル
ト
ン
著
『
評
伝
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
』
に
お
い
て
コ
レ
ー
ジ
ュ
ー
ド
ー
ジ
ュ
イ
イ
の
教
育
内
容
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て

い
る
。「

〔
ジ
ュ
イ
イ
の
〕
教
育
そ
の
も
の
が
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
ラ
テ
ン
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
が
学
ぶ
べ
き
主
要
な
言
語
で
あ
り
、
ギ
リ
シ

ア
語
は
つ
ね
に
副
次
的
で
あ
っ
た
。
ラ
テ
ン
語
に
熟
達
す
る
の
も
必
要
と
み
な
さ
れ
た
が
、
授
業
で
用
い
る
実
際
の
言
語
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
あ
っ

た
。
地
理
、
歴
史
、
数
学
が
時
間
割
に
組
ま
れ
、
絵
画
、
音
楽
、
乗
馬
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
、
ダ
ン
ス
な
ど
の
科
目
も
教
え
ら
れ
た
。
教
育
に
つ

い
て
は
幾
人
か
の
オ
ラ
ト
リ
オ
派
の
聖
職
者
が
深
い
思
想
を
遺
し
て
い
る
。
ベ
ル
ナ
ー
ル
こ
フ
ミ
ー
の
「
学
問
に
関
す
る
対
話
」
は
オ
ラ
ト
リ

オ
派
の
基
本
的
な
考
え
を
表
す
。
信
仰
と
礼
拝
を
主
た
る
目
的
と
し
な
が
ら
、
彼
ら
は
そ
の
時
代
に
お
い
て
前
向
き
で
あ
り
、
進
歩
的
で
あ
っ

た
。
イ
エ
ズ
ス
会
や
ポ
ー
ル
ー
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
の
学
校
が
古
典
的
教
養
に
秀
で
た
人
物
を
送
り
出
す
と
す
れ
ば
、
ジ
ュ
イ
イ
は
よ
り
全
面
的
な
人

間
を
育
成
す
る
。
こ
う
し
た
理
念
は
公
正
で
均
衡
の
取
れ
た
も
の
で
あ
り
、
後
年
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
自
己
の
教
育
に
不
満
を
述
べ
た
と
し
て

も
、
そ
れ
こ
そ
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
っ
と
も
自
由
な
教
育
で
あ
っ
た
。
」
(
i
b
i
d
.
｡

p
.

6
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ご
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-
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｡
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｡

6
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4
-
6
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7
.

右
に
挙
げ
た
ブ
ー
ケ
著
「
旧
コ
レ
ー
ジ
ュ
ー
ダ
ル
ク
ー
ル
お
よ
び
リ
セ
ー
サ
ン
ー
ル
イ
」
は
七
百
余
頁
に
及
ぶ
浩
瀬
な
学
園
史
で
あ
る
。
こ
こ

に
は
コ
レ
L
ン
ユ
に
お
け
る
学
生
の
日
課
が
っ
ぎ
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。



「
十
八
世
紀
に
は
ダ
ル
ク
ー
ル
の
寮
生
に
《
過
労
》
と
い
う
言
葉
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
起
床
は
午
前
4
時
で
あ
っ
た
、
と
十
六
世
紀
の
参

事
メ
ー
ム
は
語
る
。
の
ち
に
平
日
は
六
時
、
日
曜
は
七
時
の
起
床
と
な
っ
た
。
六
時
十
五
分
か
ら
一
斉
の
お
祈
り
。
七
時
四
五
分
ま
で
勉
強
し
、

続
い
て
朝
食
。
八
時
十
五
分
か
ら
十
時
半
ま
で
教
室
へ
行
っ
て
各
自
の
授
業
を
受
け
る
。
十
時
半
に
礼
拝
堂
に
集
ま
り
、
ミ
サ
に
参
加
す
る
。

つ
い
で
教
室
に
帰
り
、
正
午
ま
で
勉
強
す
る
。
昼
食
の
あ
と
一
時
半
ま
で
休
憩
。
ふ
た
た
び
授
業
に
戻
り
、
冬
期
に
は
二
時
十
五
分
か
ら
四
時

半
ま
で
、
夏
期
に
は
三
時
時
十
五
分
か
ら
五
時
半
ま
で
勉
強
す
る
。
こ
こ
で
茶
菓
と
半
時
間
の
休
憩
。
さ
ら
に
勉
強
を
続
行
し
て
、
八
時
に
夕

食
。
そ
の
あ
と
に
お
祈
り
を
し
て
、
九
時
に
就
寝
す
る
。

水
曜
日
は
午
後
休
暇
と
な
る
。
午
前
は
ミ
サ
の
あ
と
に
宗
教
教
育
と
初
聖
体
カ
テ
キ
ズ
ム
が
行
わ
れ
、
新
約
聖
書
、
教
理
問
答
書
、
そ
し
て

「
パ
リ
日
中
聖
務
日
課
」
の
よ
う
な
祈
祷
書
を
持
参
す
る
こ
と
が
す
べ
て
の
生
徒
に
求
め
ら
れ
る
。

土
曜
日
は
ミ
サ
の
あ
と
に
評
価
が
な
さ
れ
、
各
自
の
成
績
に
応
じ
て
賞
罰
が
与
え
ら
れ
る
。

日
曜
日
と
祭
日
は
七
時
に
起
床
す
る
。
七
時
半
に
礼
拝
堂
に
降
り
て
、
ミ
サ
お
よ
び
福
音
書
に
基
づ
く
説
教
を
受
け
る
。
朝
食
の
あ
と
休
憩
。

十
時
か
ら
学
習
室
で
勉
強
し
、
十
一
時
四
五
分
か
ら
昼
食
と
休
憩
。
一
時
半
に
お
祈
り
を
し
た
の
ち
、
四
時
半
の
茶
菓
を
な
か
に
七
時
の
夕
食

ま
で
自
由
時
間
。
そ
の
あ
と
休
憩
し
、
八
時
四
五
分
に
就
寝
。
」
(
i
b
i
d
.
｡

p
p
.
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-
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(
1 7
)
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.
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i
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.
｡

p
p
.
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3
-
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6
.

前
述
の
ユ
レ
ー
ジ
ュ
ー
ダ
ル
ク
ー
ル
学
園
史
で
は
、
役
職
者
と
教
授
陣
に
つ
い
て
の
説
明
は
詳
し
い
が
、
個
々
の
学
生
へ
の
言
及
は
き
わ
め
て

す
く
な
い
。
し
か
し
、
卒
業
生
デ
ィ
ド
ロ
に
関
し
て
は
半
頁
に
わ
た
り
厳
し
く
論
評
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
十
九
世
紀
末
に
こ
の
書
物
を
執
筆

し
た
ブ
ー
ケ
は
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
名
誉
教
授
お
よ
び
リ
セ
ー
サ
ン
ー
ル
イ
付
属
司
祭
の
地
位
に
あ
っ
た
。

コ
七
三
〇
年
頃
に
イ
エ
ズ
ス
会
の
生
徒
が
も
う
ひ
と
り
学
業
を
仕
上
げ
る
た
め
に
コ
レ
ー
ジ
ュ
ー
ダ
ル
ク
ー
ル
ヘ
来
た
。
そ
れ
は
ヴ
ォ
ル

テ
ー
ル
の
哲
学
理
論
を
普
及
さ
せ
た
人
物
、
す
な
わ
ち
有
名
な
デ
ィ
ド
ロ
で
あ
る
。
こ
こ
へ
入
る
や
彼
は
校
長
か
ら
謎
責
を
受
け
た
。
学
友
に

対
し
て
あ
ま
り
に
も
親
切
で
、
ラ
テ
ン
語
の
詩
作
と
い
う
宿
題
を
代
筆
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た
親
切
さ
が
デ
ィ
ド
ロ
の
特
性
で
あ
っ
た
。

コ
レ
ー
ジ
ュ
を
出
た
あ
と
も
、
彼
は
友
人
の
書
物
を
作
り
続
け
た
、
と
ひ
と
は
言
う
。
そ
の
豊
か
な
筆
で
あ
ま
り
に
多
く
を
書
き
過
ぎ
た
。
ラ

ン
グ
ル
の
刃
物
師
の
息
子
が
文
筆
家
と
し
て
の
偉
大
な
才
能
を
誤
用
し
て
、
恩
師
の
キ
リ
ス
ト
教
的
な
教
え
を
忘
れ
去
り
、
「
百
科
全
書
」
と

呼
ば
れ
る
巨
大
な
武
器
を
同
時
代
の
教
会
と
社
会
に
向
け
た
こ
と
は
、
か
え
す
が
え
す
遺
憾
で
あ
る
。
」
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因
み
に
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
が
没
し
た
一
七
八
三
年
、
愛
弟
子
コ
ン
ド
ル
セ
が
フ
ラ
ン
ス
=
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
い
て
「
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
ヘ
の
讃
辞
」

二
五



二
六

を
述
べ
た
。
こ
の
演
説
の
な
か
に
は
幼
い
コ
ン
ド
ル
セ
の
家
族
関
係
に
つ
い
て
や
や
詳
し
い
説
明
が
含
ま
れ
る
。

「
サ
ン
ー
ジ
ャ
ン
ー
ル
ロ
ン
教
会
の
近
く
に
捨
て
ら
れ
て
、
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
は
ひ
と
り
の
警
視
に
発
見
さ
れ
た
。
平
素
峻
厳
な
職
務
に
あ
る

と
は
い
え
、
幸
い
に
も
警
視
の
心
は
冷
酷
で
な
か
っ
た
。
死
に
か
け
て
い
る
ひ
弱
な
嬰
児
が
、
公
共
の
救
護
所
で
は
生
存
に
必
要
な
看
護
や
世

話
を
得
え
ら
れ
な
い
、
と
彼
は
憂
慮
す
る
。
そ
こ
で
品
性
や
人
格
を
よ
く
知
っ
て
い
る
労
働
者
に
嬰
児
を
託
し
た
。
わ
が
祖
国
と
わ
が
世
紀
の

名
誉
で
あ
る
人
物
、
人
知
の
体
系
に
新
た
な
真
理
を
か
く
も
多
く
付
加
す
る
よ
う
自
然
に
よ
っ
て
運
命
づ
け
ら
れ
た
人
物
が
生
存
で
き
た
の
は
、

以
上
の
よ
う
な
幸
運
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

そ
の
子
捨
て
は
一
時
的
な
も
の
で
、
僅
か
な
期
間
で
終
っ
た
。
ダ
ラ
ン
ベ
'
I
ル
の
父
親
が
そ
の
事
実
を
知
っ
て
、
す
ぐ
さ
ま
償
い
を
し
た
か

ら
で
あ
る
。
息
子
が
教
育
を
う
け
、
独
立
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
彼
は
配
慮
し
た
。
こ
れ
こ
そ
自
然
と
義
務
の
道
で
あ
る
。
当
人
に
は
黙
っ

て
い
た
が
、
父
方
の
一
族
も
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
を
大
切
に
す
べ
き
肉
親
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
彼
が
著
名
に
な
る
と
、
そ
の
一
族
は
正
し
く
認
知

し
て
、
親
密
で
あ
る
こ
と
を
誇
ら
し
く
思
っ
た
。
」
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｡

p
p
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1
-
2
.

な
お
、
有
償
で
庶
民
に
基
礎
的
な
知
識
を
授
け
る
教
師
が
、
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
都
市
部
に
は
多
数
存
在
し
た
。
当
初
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
を
受

け
入
れ
た
寄
宿
学
校
は
、
こ
う
し
た
教
師
が
私
的
に
設
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
(
c
f
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右
に
記
し
た
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
ー
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
著
「
マ
ザ
ラ
ン
図
書
館
・
フ
ラ
ン
ス
学
士
院
の
歴
史
」
は
コ
レ
ー
ジ
ュ
ー
デ
ー
ク
ァ
ト
ル
ー
ナ

シ
オ
ン
の
学
園
史
を
主
要
な
内
容
と
し
て
い
る
。
同
学
院
に
お
け
る
勉
学
の
情
景
が
、
こ
の
書
物
で
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
描
か
れ
る
。

「
コ
レ
ー
ジ
ュ
ー
デ
ー
ク
ァ
ト
ル
ー
ナ
シ
オ
ン
で
は
共
同
寝
室
を
設
け
な
か
っ
た
。
各
々
の
生
徒
が
自
分
の
部
屋
を
待
っ
た
。
部
屋
の
配
分

は
年
度
初
め
に
学
院
長
が
行
な
っ
た
。
そ
の
際
に
国
籍
の
同
じ
生
徒
が
、
で
き
る
だ
け
近
く
に
な
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
。

ど
の
部
屋
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
広
さ
で
、
ひ
と
つ
の
窓
か
ら
光
が
入
っ
て
い
た
。
家
具
と
い
え
ば
、
寝
台
、
机
、
三
つ
の
麦
わ
ら
製
椅
子
が
あ

る
。
楢
の
木
で
作
ら
れ
た
寝
台
は
、
長
さ
六
フ
ィ
ー
ト
で
横
三
フ
ィ
ー
ト
。
そ
し
て
、
羽
毛
を
詰
め
た
長
枕
と
わ
ら
布
団
。
麻
と
綿
の
織
物
で

覆
わ
れ
た
二
つ
の
ク
フ
ン
ヨ
ン
が
備
え
ら
れ
る
。
カ
ー
テ
ン
は
草
色
の
サ
ー
ジ
織
り
で
、
長
い
飾
り
紐
に
縁
取
ら
れ
て
い
た
。
〔
中
略
〕

コ
レ
ー
ジ
ュ
ー
デ
ー
ク
ァ
ト
ル
ー
ナ
シ
オ
ン
で
は
三
十
人
の
生
徒
に
十
人
の
教
師
が
つ
い
た
。
一
見
多
過
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に

は
説
明
を
要
す
る
が
、
授
業
に
は
外
部
か
ら
の
生
徒
、
こ
の
学
院
に
な
ん
ら
係
り
を
持
た
ぬ
生
徒
が
、
大
挙
し
て
聴
講
に
来
た
。
古
来
パ
リ
で
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は
す
べ
て
の
コ
レ
ー
ジ
ュ
が
、
授
業
の
と
ぎ
に
は
無
償
で
門
戸
を
開
い
て
い
た
。
こ
う
し
た
恩
恵
を
利
用
す
る
生
徒
は
、
雨
ツ
バ
メ
と
呼
ば
れ

る
。
定
着
す
る
ま
え
に
彼
ら
は
あ
る
地
点
か
ら
他
の
地
点
へ
と
ツ
バ
メ
の
よ
う
に
飛
翔
す
る
か
ら
で
あ
る
。
十
七
世
紀
の
〈
大
学
地
区
〉
に
お

い
て
コ
レ
ー
ジ
ュ
ー
デ
ー
ク
ァ
ト
ル
ー
ナ
シ
オ
ン
は
、
そ
う
し
た
種
類
の
聴
講
者
を
も
っ
と
も
多
く
受
け
入
れ
る
学
園
で
あ
っ
た
。
数
学
の
授

業
に
人
気
が
集
ま
っ
た
こ
と
が
、
大
き
な
理
由
と
思
わ
れ
る
。
パ
リ
で
は
こ
こ
が
実
際
に
自
然
科
学
を
教
え
る
唯
一
の
コ
レ
ー
ジ
ュ
で
あ
っ
た
。
」

(
F
R
A
N
K
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N
｡

o
p
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t
.
｡
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p
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9
5
｡1
9
9
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「
マ
ザ
ラ
ン
図
書
館
・
フ
ラ
ン
ス
学
士
院
の
歴
史
」
の
著
者
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
ー
デ
ー
ク
ァ
ト
ル
ー
ナ
シ
オ
ン
の
古
い
名
簿
を

調
査
し
、
著
名
な
入
学
生
を
左
の
よ
う
に
列
記
す
る
。

「
一
六
九
一
年
に
〔
名
門
貴
族
〕
ボ
フ
ォ
ー
ル
家
と
サ
ン
ト
ー
ア
ル
デ
ゴ
ン
ド
の
子
弟
を
、
ま
た
一
六
九
六
年
に
シ
ョ
ー
ヌ
家
の
子
弟
を
寮

生
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
。
一
七
一
七
年
に
は
ダ
ン
ケ
ル
ク
出
身
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
ー
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
バ
ー
ル
が
入
学
し
た
。
、
彼
は
艦
長
ジ
ャ

ン
ー
バ
ル
ト
の
孫
で
あ
り
、
サ
ン
ー
ル
イ
の
騎
士
・
艦
長
バ
ル
ト
の
息
子
で
あ
る
。
三
年
後
の
名
簿
に
ガ
ル
パ
ー
ル
ー
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
バ
ル
ト

の
名
が
現
わ
れ
、
そ
の
弟
と
思
わ
れ
る
が
、
確
証
は
な
い
。
十
八
世
紀
に
な
る
と
、
一
七
〇
九
年
に
は
哲
学
級
の
生
徒
と
し
て
ニ
コ
ラ
ス
ー
ソ
ー

ル
=
タ
バ
ン
ヌ
家
の
子
弟
を
見
出
す
。
そ
し
て
、
有
名
な
司
祭
パ
リ
、
編
集
者
ジ
ャ
ン
ー
ピ
エ
ー
ル
ー
ニ
ス
ロ
ン
。
カ
ン
ブ
ロ
ン
は
一
七
三
七

年
に
入
学
し
た
。
東
洋
学
者
エ
チ
ェ
ン
ヌ
ー
フ
ル
モ
ン
、
著
名
な
弁
護
士
ア
ン
リ
ー
コ
ー
カ
ン
、
神
学
者
ニ
コ
ラ
ス
ー
プ
チ
=
ラ
ダ
ル
。
同
一

の
姓
で
あ
る
三
兄
弟
も
生
徒
と
し
て
見
出
せ
る
。
す
な
わ
ち
建
築
家
フ
ラ
ン
ソ
ワ
、
外
科
医
フ
ィ
リ
ッ
プ
、
マ
ザ
ラ
ン
図
書
館
管
理
人
ル
イ
ー

シ
ャ
ル
ル
ー
フ
ラ
ン
ソ
ワ
。
さ
ら
に
挙
げ
れ
ば
、
詩
人
デ
ト
ゥ
ー
シ
ュ
、
哲
学
者
の
父
で
あ
る
医
者
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
、
「
教
会
史
」
の
著
者

ボ
ナ
ヅ
ア
ン
チ
ュ
ー
ル
ニ
フ
シ
ー
ヌ
、
有
名
な
天
文
学
者
の
息
子
バ
チ
ス
ト
ー
カ
ジ
ー
ニ
お
よ
び
ジ
ャ
ッ
ク
ー
カ
ジ
ー
ニ
、
ベ
ネ
ヂ
ク
ト
派
の

学
者
プ
リ
ュ
ダ
ン
ー
マ
ラ
ン
、
多
作
の
文
筆
家
カ
ア
ブ
ル
ー
ペ
ロ
ー
、
兄
ク
レ
ビ
ヨ
ン
、
「
フ
ラ
ン
ス
図
書
館
」
を
書
い
た
神
父
グ
ジ
ェ
、
天

文
学
者
ニ
コ
ラ
ス
ー
デ
リ
ー
ル
、
慈
善
病
院
院
長
の
主
任
外
科
医
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
モ
ラ
ン
、
文
学
者
ニ
コ
ラ
ス
ー
シ
ャ
ル
ブ
ユ
イ
、
劇
作
家
P
・

G
・
バ
リ
サ
ン
、
ル
イ
ー
五
世
の
眼
科
医
ピ
エ
ー
ル
ー
ド
ム
ー
ル
。

イ
エ
ズ
ス
会
士
の
弟
子
で
あ
る
高
等
法
院
院
長
エ
ノ
ー
は
、
哲
学
級
に
入
る
た
め
コ
レ
ー
ジ
ュ
ー
デ
ー
ク
ァ
ト
ル
ー
ナ
シ
オ
ン
に
来
た
。
タ

ン
ザ
ン
夫
人
の
私
生
児
で
あ
り
、
ガ
ラ
ス
屋
の
妻
に
拾
わ
れ
た
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
は
、
十
二
歳
で
学
寮
に
移
さ
れ
、
一
七
三
〇
年
コ
レ
ー
ジ
ュ
ー

マ
ザ
ラ
ン
に
入
っ
た
。
化
学
者
ラ
ヴ
ォ
ワ
ジ
エ
は
こ
こ
で
勉
学
し
た
。
パ
リ
市
長
と
な
る
ジ
ャ
ン
ー
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
ベ
ー
イ
は
ラ
カ
ー
ユ
に
師

事
し
て
数
学
を
究
め
た
。
最
後
に
一
七
八
八
年
キ
ュ
ス
チ
ー
ヌ
の
名
が
記
帳
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
著
名
な
将
軍
の
子
息
と
思
わ
れ
る
。
」
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な
お
、
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
は
「
百
科
全
書
」
第
三
巻
の
項
目
〈
コ
レ
ー
ジ
ュ
》
で
中
等
教
育
の
実
情
を
痛
烈
に
批
判
し
、
執
筆
者
自
身
「
若
い
頃

に
無
駄
に
し
た
月
日
を
悔
恨
の
気
持
な
し
に
回
顧
で
き
な
い
」
と
誌
し
た
。
こ
の
項
目
は
イ
エ
ズ
ス
会
か
ら
の
激
し
い
攻
撃
に
曝
さ
れ
、
「
百

科
全
書
」
の
事
業
か
ら
彼
を
離
脱
さ
せ
る
遠
因
と
な
っ
た
。
(
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
「
百
科
全
書
」
に
お
け
る
教
育
項
目
の
意
義
お
よ
び
性
格
-

ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
、
デ
ュ
マ
ル
セ
、
な
ら
び
に
ル
ソ
ー
の
執
筆
を
め
ぐ
っ
て
I
」
「
教
育
学
研
究
」
第
四
五
巻
第
四
号
(
一
九
七
八
年
十
二
月
)
、

二
四
-
二
六
頁
。
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(
ル
ソ
ー
著
、
桑
原
武
夫
訳
「
告
白
」
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
。

上
、
三
〇
五
-
三
〇
六
、
三
三
九
-
三
四
四
、
三
七
九
頁
、
中
、
一
五
、
一
一
四
-
一
一
五
頁
。
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(
<
参
考
〉
ル
ソ
ー
著
、
桑
原
武
夫
訳
「
告
白
」
゛
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
。
中
、
一
九
-
ニ
○
頁
。
)

な
お
、
「
告
白
」
の
記
述
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ル
ソ
ー
の
二
度
目
の
パ
リ
到
着
は
一
七
四
二
年
夏
と
検
証
さ
れ
て
い
る
。
{
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